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情報活用能力系統表

情報活用能力育成のための年間計画
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・
既
習
の
知
識
や
資
料
、
自
分
と
の
関
わ
り
か
ら
解
決
し
た

い
課
題
を
設
定
す
る
。

・
他
の
意
見
を
的
確
に
捉
え
て
聴
き
、
多
様
な
考
え
を
受
け

入
れ
、
思
考
を
整
理
す
る
。

・
学
ん
だ
こ
と
の
よ
さ
や
価
値
が
、
ど
の
よ
う
に
自
分
の
成

長
に
役
立
っ
た
か
を
自
覚
す
る
。

・
予
想
や
仮
説
を
立
て
、
解
決
方
法
や
手
順
の
見
通
し
を

も
っ
て
学
習
に
取
り
組
む
。

・
根
拠
を
示
し
た
り
理
由
や
結
論
を
明
確
に
し
た
り
し
て
説

明
す
る
。

・
学
ん
だ
内
容
や
学
び
方
を
次
の
学
習
で
活
用
し
た
り
、
新

た
な
課
題
を
見
付
け
た
り
す
る
。

・
予
想
や
仮
説
に
基
づ
い
て
、
試
行
錯
誤
し
な
が
ら
課
題
を

追
究
す
る
。

・
目
的
を
自
覚
し
、
多
様
な
考
え
を
比
較
し
た
り
関
連
付
け

た
り
し
て
検
討
し
合
い
、
最
適
解
や
納
得
解
を
考
え
る
。

・
学
ん
だ
内
容
や
学
び
方
を
生
活
や
社
会
の
課
題
な
ど
と
関

連
付
け
て
考
え
、
生
か
そ
う
と
す
る
。

 

情
 
報

 
活

 
用

 
能

 
力

 
系

 
統

 
表

デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
や
端
末
等
で
撮
影
し
た
画
像
や
動
画
を

必
要
に
応
じ
て
編
集
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

新
聞
や
テ
レ
ビ
か
ら
の
情
報
に
は
、
視
点
を
変
え
る
こ
と

で
色
々
な
見
方
が
で
き
る
こ
と
を
知
っ
て
い
る
。

解
決
の
方
法
を
考
え
る
と
き
に
は
、
変
え
る
条
件
と
変
え

な
い
条
件
を
整
理
す
る
こ
と
を
知
っ
て
い
る
。

見
い
だ
し
た
問
題
に
対
し
て
、
解
決
の
方
法
を
考
え
る
こ

と
が
で
き
る
。

課
題
を
解
決
す
る
た
め
に
そ
の
手
順
を
フ
ロ
ー
チ
ャ
ー
ト

等
に
図
示
し
て
、
簡
単
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
作
る
こ
と
が
で

き
る
。

a 9

実
験
結
果
や
資
料
か
ら
読
み
取
っ
た
数
値
を
も
と
に
、
表

や
グ
ラ
フ
、
思
考
ツ
ー
ル
等
に
整
理
し
て
表
す
こ
と
が
で

き
る
。

課
題
に
合
わ
せ
て
い
ろ
い
ろ
な
方
法
で
情
報
を
探
し
、
そ

れ
を
比
較
し
て
活
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

a 4
話
し
手
の
言
い
た
い
こ
と
を
考
え
て
聞
き
、
大
事
だ
と
思

う
こ
と
を
メ
モ
に
と
る
こ
と
が
で
き
る
。

b 4

調
べ
た
情
報
を
他
の
情
報
と
比
較
し
た
り
他
の
人
の
意
見

を
聞
い
た
り
し
な
が
ら
話
し
合
う
こ
と
が
で
き
る
。

b 5

a 6 a 8

表
や
グ
ラ
フ
か
ら
必
要
な
情
報
や
数
値
を
正
確
に
読
み
取

る
こ
と
が
で
き
る
。

a 7a 5

情
報
を
調
べ
て
分
析
し
，
ま
と
め
て
発
表
し
た
り
す
る
学

習
で
は
，
必
要
に
応
じ
て
自
分
か
ら
端
末
を
活
用
す
る
こ

と
が
で
き
る
。

b 9

個
人
情
報
を
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
上
に
書
き
込
ま
な
い
よ
う
に

し
た
り
、
パ
ス
ワ
ー
ド
を
他
の
人
に
分
か
ら
な
い
よ
う
な

も
の
に
し
て
い
る
。

c 9

S
N
S
な
ど
で
メ
ッ
セ
ー
ジ
や
画
像
・
動
画
を
送
る
と
き

に
は
、
誰
が
見
る
か
、
そ
の
内
容
が
適
切
か
ど
う
か
な
ど

考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

a 1 a 2 a 3

c 7

知
り
た
い
こ
と
を
複
数
の
方
法
で
調
べ
、
情
報
（
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
も
含
め
）
を
比
較
し
、
必
要
な
も
の
を
選
ん
で
ま

と
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

情
報
を
発
信
す
る
と
き
に
は
、
そ
の
情
報
が
残
っ
た
り
広

が
っ
た
り
す
る
危
険
性
が
あ
る
こ
と
を
理
解
し
て
い
る
。

c 5

人
の
写
真
を
撮
る
時
や
他
の
人
の
作
っ
た
も
の
や
情
報
を

使
う
と
き
は
そ
の
人
の
許
可
を
と
っ
て
い
る
。

c 6

悪
意
が
あ
る
情
報
や
、
不
適
切
・
不
正
な
サ
イ
ト
を
見
つ

け
た
と
き
は
、
見
な
い
よ
う
に
し
て
人
に
相
談
す
る
。

c 3
自
分
の
文
章
の
中
に
、
他
の
人
の
言
葉
や
文
章
を
引
用
す

る
部
分
を
「
○
○
○
」
で
く
く
っ
て
書
く
。

個
人
情
報
や
Ｉ
Ｄ
（
ユ
ー
ザ
ー
名
）
パ
ス
ワ
ー
ド
は
大
切

で
あ
る
こ
と
が
分
か
り
、
自
分
で
安
全
に
管
理
で
き
る
。

c 4c 1 c 2 c 8

b 6
自
分
の
考
え
が
伝
わ
る
よ
う
に
、
資
料
を
活
用
す
る
な

ど
、
表
現
を
工
夫
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

b 7

調
べ
た
こ
と
を
、
表
や
グ
ラ
フ
を
作
成
し
た
り
、
写
真
や

図
を
用
い
た
り
し
て
、
ス
ラ
イ
ド
等
に
わ
か
り
や
す
く
ま

と
め
て
発
表
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

b 2
表
計
算
ソ
フ
ト
を
使
っ
て
、
適
切
な
表
や
グ
ラ
フ
（
目
盛

り
や
グ
ラ
フ
の
種
類
な
ど
）
を
作
る
こ
と
が
で
き
る
。

b 3
写
真
や
図
や
文
章
の
レ
イ
ア
ウ
ト
を
考
え
、
見
や
す
さ
を

考
え
た
ス
ラ
イ
ド
を
作
る
こ
と
が
で
き
る
。

伝
え
た
い
こ
と
が
受
け
手
に
き
ち
ん
と
伝
わ
っ
て
い
る

か
、
自
分
の
発
表
の
仕
方
を
振
り
返
る
こ
と
が
で
き
る
。

b 8

知
り
た
い
こ
と
を
キ
ー
ワ
ー
ド
を
組
み
合
わ
せ
た
り
、
検

索
サ
ー
ビ
ス
を
選
ん
だ
り
し
て
調
べ
る
こ
と
が
で
き
る
。

b 1
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
に
よ
っ
て
自
動
化
さ
れ
て
、
生
活
が
便
利

に
な
っ
た
も
の
を
知
っ
て
い
る
。

ロ
ー
マ
字
入
力
で
短
い
文
章
の
入
力
が
で
き
る
。

（
１
分
間
４
０
字
以
上
）

南
中
生
と
し
て
身
に
付
け
た
い
情
報
活
用
能
力

進
ん
で
学
ぶ

協
働
し
，
考
え
を
創
り
出
す

学
び
を
確
か
め
活
か
す

2



関連する情報活用能力

a1 ＰＣの操作 ローマ字入力で短い文章の入力ができる。

a2 記録と編集 デジタルカメラや端末等で撮影した画像や動画を必要に応じて編集することができる。

a3 図書利用
新聞やテレビからの情報には、視点を変えることで色々な見方ができることを知ってい

る。

a4 情報の関連づけ
解決の方法を考えるときには、変える条件と変えない条件を整理することを知ってい

る。

a5 問題解決の手順
課題を解決するためにその手順をフローチャート等に図示して、簡単なプログラムを作

ることができる。

a6 学習計画 見いだした問題に対して、解決の方法を考えることができる。

a7 読み取り 表やグラフから必要な情報や数値を正確に読み取ることができる。

a8 情報の分類
実験結果や資料から読み取った数値をもとに、表やグラフ、思考ツール等に整理して表

すことができる。

学びに向

かう力・

人間性等

a9 物事の分解 課題に合わせていろいろな方法で情報を探し、それを比較して活用することができる。

b1 ウェブ検索
知りたいことをキーワードを組み合わせたり、検索サービスを選んだりして調べること

ができる。

b2 データの傾向
表計算ソフトを使って、適切な表やグラフ（目盛りやグラフの種類など）を作ることが

できる。

b3 表現の工夫 写真や図や文章のレイアウトを考え、見やすさを考えたスライドを作ることができる。

b4 メモ 話し手の言いたいことを考えて聞き、大事だと思うことをメモにとることができる。

b5 受け手の意識
調べた情報を他の情報と比較したり他の人の意見を聞いたりしながら話し合うことがで

きる。

b6 創造 自分の考えが伝わるように、資料を活用するなど、表現を工夫することができる。

b7 伝達内容の構成
調べたことを、表やグラフを作成したり、写真や図を用いたりして、スライド等にわか

りやすくまとめて発表することができる。

b8 評価と改善
伝えたいことが受け手にきちんと伝わっているか、自分の発表の仕方を振り返ることが

できる。

b9 口頭発表
情報を調べて分析し、まとめて発表したりする学習では、必要に応じて自分から端末を

活用することができる。

c1 情報技術の将来 コンピュータによって自動化されて、生活が便利になったものを知っている。

c2 セキュリティー
悪意がある情報や、不適切・不正なサイトを見つけたときは、見ないようにして人に相

談する。

c3 法と権利 自分の文章の中に、他の人の言葉や文章を引用する部分を「○○○」でくくって書く。

c4 個人情報
個人情報やＩＤ(ユーザー名）パスワードは大切であることが分かり、自分で安全に管理

できる。

c5 情報社会の将来
情報を発信するときには、その情報が残ったり広がったりする危険性があることを理解

している。

c6 ルール、マナー
人の写真を撮る時や他の人の作ったものや情報を使うときはその人の許可をとってい

る。

思考力、

判断力、

表現力等

c7 取捨選択
知りたいことを複数の方法で調べ、情報（ホームページも含め）を比較し、必要な物を

選んでまとめることができる。

c8 健康と安全
個人情報をネットワーク上に書き込まないようにしたり、パスワードを他の人に分から

ないようなものにしたりしている。

c9 コミュニケーション
SNSなどでメッセージや画像・動画を送るときには、誰が見るか、その内容が適切かど

うかなど考えることができる。

南中生として身に付けたい情報活用能力　一覧

学びに向

かう力・

人間性等

進

ん

で

学

ぶ

力

協

働

し

考

え

を

創

り

出

す

力

学

び

を

確

か

め

活

か

す

力

学習内容

知識及び

技能

思考力、

判断力、

表現力等

知識及び

技能

思考力、

判断力、

表現力等

学びに向

かう力・

人間性等

知識及び

技能
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横
手
南
中
学
校
　
情
報
活
用
能
力
育
成
の
た
め
の
年
間
計
画
　
［
４
月
～
9
月
］

月

第
1
学
年

４
月

５
月

６
月

７
月

８
月

９
月

社 会

単
元
名

ア
ジ

ア
州

情
報
活
用
能
力

ａ
８

：
情

報
の

分
類

　
ア

ジ
ア

州
の

経
済

に
つ

い
て

、
ア

ジ
ア

州
を

細
か

く
分

け
て

調
査

活
動

を
行

う
。

地
域

ご
と

に
「

経
済

発
展

し
た

理
由

」
と

「
課

題
」

を
マ

ト
リ

ッ
ク

ス
を

用
い

て
表

す
こ

と
が

で
き

る
。

国 語

単
元
名

情
報

化
社

会
を

生
き

る
情
報
活
用
能
力

ｂ
１

：
ウ

ェ
ブ

検
索

　
「

図
書

館
と

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
、

そ
れ

ぞ
れ

の
メ

リ
ッ

ト
は

何
か

。
」

と
い

う
テ

ー
マ

で
調

査
と

発
表

の
学

習
を

行
う

。
そ

の
際

、
情

報
の

集
め

方
や

信
頼

性
の

確
か

め
方

、
引

用
の

際
の

注
意

点
な

ど
、

情
報

を
扱

う
上

で
の

基
礎

的
な

知
識

を
身

に
付

け
る

。

理 科

単
元
名

い
ろ

い
ろ

な
生

物
と

そ
の

共
通

点
情
報
活
用
能
力

ａ
８

：
情

報
の

分
類

　
タ

ブ
レ

ッ
ト

の
シ

ー
ト

上
に

取
り

込
ん

だ
植

物
や

動
物

等
の

写
真

を
動

か
し

な
が

ら
、

そ
れ

ぞ
れ

の
特

徴
や

性
質

に
基

づ
い

た
仲

間
分

け
を

す
る

こ
と

で
、

情
報

を
整

理
し

、
分

類
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

数 学

単
元
名

方
程

式
情
報
活
用
能
力

ａ
７

：
読

み
取

り

　
速

さ
・

時
間

・
道

の
り

の
関

係
を

確
認

す
る

場
面

に
お

い
て

、
表

や
グ

ラ
フ

か
ら

必
要

な
数

値
を

正
確

に
読

み
取

る
こ

と
が

で
き

る
。

そ
の

際
、

グ
ラ

フ
を

動
的

に
同

時
に

見
る

こ
と

に
よ

り
、

グ
ラ

フ
か

ら
動

き
を

イ

メ
ー

ジ
し

た
り

、
読

み
取

っ
た

り
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

　
バ

レ
ー

ボ
ー

ル
に

お
け

る
ボ

ー
ル

の
つ

な
ぎ

方
の

特
徴

を
動

画
に

よ
っ

て
捉

え
、

自
チ

ー
ム

の
課

題
と

改
善

点
、

解
決

方
法

を
考

え
る

。

美 術

単
元
名

よ
う

こ
そ

　
石

先
輩

情
報
活
用
能
力

ｂ
９

：
口

頭
発

表

　
作

品
鑑

賞
会

で
、

自
分

の
作

品
を

撮
影

し
た

も
の

を
、

タ
ブ

レ
ッ

ト
の

学
習

支
援

ア
プ

リ
の

機
能

を
有

効
に

活
用

し
て

、
発

表
で

き
る

。

音 楽

単
元
名

曲
想

の
変

化
を

味
わ

お
う

情
報
活
用
能
力

ｂ
４

：
メ

モ

　
ヴ

ィ
ヴ

ァ
ル

デ
ィ

の
「

春
」

を
場

面
ご

と
に

分
割

し
た

音
源

を
も

と
に

、
ソ

ネ
ッ

ト
と

音
楽

の
結

び
つ

き
や

楽
曲

の
形

式
に

注
目

し
て

聴
き

、
聴

き
取

っ
た

こ
と

を
メ

モ
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

第
2
学
年

４
月

５
月

６
月

７
月

８
月

９
月

英 語

単
元
名

S
ta

g
e
 A

c
ti

vi
ty

1
 "

A
ll
 a

b
o
u

t 
M

e
" 

P
o
s
te

r
情
報
活
用
能
力

ａ
８

：
情

報
の

分
類

　
先

輩
や

教
わ

っ
て

い
な

い
先

生
に

も
自

分
を

知
っ

て
も

ら
う

た
め

に
、

自
己

紹
介

ポ
ス

タ
ー

を
作

り
、

写
真

や
文

の
レ

イ
ア

ウ
ト

を
考

え
、

伝
わ

り
や

す
さ

を
意

識
し

た
見

や
す

い
も

の
に

す
る

こ
と

が
で

き
る

。

技 家

単
元
名

材
料

と
加

工
の

技
術

情
報
活
用
能
力

ｂ
１

：
ウ

ェ
ブ

検
索

　
ｂ

６
：

創
造

　
身

の
ま

わ
り

に
あ

る
材

料
を

調
べ

る
た

め
に

、
飲

み
物

の
容

器
に

着
目

し
、

「
ペ

ッ
ト

ボ
ト

ル
」

「
紙

パ
ッ

ク
」

「
び

ん
」

「
缶

」
そ

れ
ぞ

れ
の

特
長

を
w

e
b

検
索

し
、

ま
と

め
る

。
そ

れ
ぞ

れ
の

特
長

を
比

較
す

る
話

合

い
を

通
し

て
、

そ
の

材
料

が
使

わ
れ

て
い

る
理

由
を

理
解

す
る

。

保 体

単
元
名

球
技

　
バ

レ
ー

ボ
ー

ル
情
報
活
用
能
力

ａ
６

：
学

習
計

画

単
元
名

魅
力

的
な

提
案

を
し

よ
う

情
報
活
用
能
力

ｃ
７

：
取

捨
選

択

　
資

料
を

示
し

て
プ

レ
ゼ

ン
テ

ー
シ

ョ
ン

を
す

る
活

動
を

行
う

。
提

案
内

容
を

決
め

て
、

情
報

を
集

め
る

際
、

複
数

の
情

報
を

比
較

し
、

必
要

な
も

の
を

選
ん

で
ス

ラ
イ

ド
に

ま
と

め
る

こ
と

が
で

き
る

。

単
元
名

日
本

の
様

々
な

地
域

情
報
活
用
能
力

ｂ
５

：
受

け
手

の
意

識

管
弦

楽
の

響
き

や
楽

曲
の

構
造

を
理

解
し

、
曲

想
を

味
わ

お
う

情
報
活
用
能
力

ｂ
５

：
受

け
手

の
意

識

　
単

元
で

学
習

し
た

日
本

の
地

域
的

特
色

を
、

「
自

然
環

境
」

・
「

人
口

」
・

「
資

源
・

エ
ネ

ル
ギ

ー
と

産
業

」
・

「
交

通
・

通
信

」
の

４
つ

の
面

か
ら

捉
え

整
理

し
、

説
明

す
る

。
そ

の
際

、
自

分
の

考
え

が
伝

わ
る

よ
う

に
資

料
を

見

せ
な

が
ら

、
そ

こ
か

ら
根

拠
付

け
て

説
明

で
き

る
。

単
元
名

１
次

関
数

情
報
活
用
能
力

ａ
７

：
読

み
取

り

　
表

や
グ

ラ
フ

か
ら

必
要

な
情

報
や

数
値

を
正

確
に

読
み

取
る

よ
う

に
す

る
。

そ
の

際
、

グ
ラ

フ
と

図
形

等
を

動
的

に
同

時
に

見
る

こ
と

で
、

グ
ラ

フ
か

ら
動

き
を

イ
メ

ー
ジ

し
た

り
読

み
取

っ
た

り
で

き
る

。

　
シ

ン
ガ

ポ
ー

ル
旅

行
の

予
定

表
を

作
成

し
、

そ
れ

を
基

に
ク

ラ
ス

メ
イ

ト
や

Ａ
Ｌ

Ｔ
に

紹
介

す
る

た
め

に
、

K
e
yn

o
te

等
で

ス
ラ

イ
ド

を
作

成
す

る
。

そ
の

際
、

魅
力

が
伝

わ
る

よ
う

に
写

真
や

図
、

語
句

の
レ

イ
ア

ウ
ト

を
考

え
、

見
や

す
く

わ
か

り
や

す
い

プ
レ

ゼ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
を

作
成

で
き

る
。

単
元
名

球
技

　
ソ

フ
ト

ボ
ー

ル
情
報
活
用
能
力

ｂ
６

：
創

造

　
個

人
技

能
の

習
得

場
面

に
お

い
て

、
投

動
作

や
打

撃
動

作
に

つ
い

て
調

べ
た

ポ
イ

ン
ト

や
動

画
を

比
較

し
た

り
、

グ
ル

ー
プ

で
話

し
合

っ
た

り
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

単
元
名

ス
マ

イ
ル

住
ま

い
情
報
活
用
能
力

ｂ
６

：
創

造
　

ａ
６

：
学

習
計

画

第
3
学
年

４
月

５
月

６
月

７
月

８
月

９
月

　
住

ま
い

の
安

全
に

関
わ

る
基

本
的

な
概

念
を

理
解

す
る

。
家

庭
や

地
域

に
お

け
る

身
近

な
課

題
を

取
り

上
げ

、
意

見

交
換

し
な

が
ら

そ
の

内
容

を
検

討
し

、
見

い
だ

し
た

課
題

に
対

す
る

解
決

方
法

を
考

え
、

実
践

に
生

か
す

こ
と

が
で

き

る
。 単
元
名

A
 t

ri
p

 t
o
 S

in
g
a
p

o
re

情
報
活
用
能
力

ｂ
３

：
表

現
の

工
夫

　
「

交
響

曲
第

５
番

ハ
短

調
」

の
音

色
や

楽
曲

の
構

造
に

着
目

し
て

聴
き

、
気

に
入

っ
た

部
分

に
関

す
る

紹
介

文
を

作

成
す

る
。

そ
の

際
、

音
源

を
音

楽
を

形
作

っ
て

い
る

要
素

に
着

目
し

な
が

ら
個

々
に

再
生

し
て

確
か

め
、

共
有

シ
ー

ト

で
他

の
要

素
を

関
連

さ
せ

な
が

ら
話

し
合

う
こ

と
が

で
き

る
。

単
元
名

一
つ

目
の

モ
ン

ス
タ

ー
情
報
活
用
能
力

ｂ
１

：
ウ

ェ
ブ

検
索

　
ｂ

９
：

口
頭

発
表

○
目

の
表

現
を

ウ
ェ

ブ
の

画
像

を
参

考
に

工
夫

す
る

こ
と

が
で

き
る

。
（

ｂ
１

）

○
作

品
鑑

賞
会

で
、

自
分

の
作

品
を

撮
影

し
た

も
の

を
、

タ
ブ

レ
ッ

ト
の

学
習

支
援

ア
プ

リ
の

機
能

を
有

効
に

活
用

し

　
て

発
表

す
る

こ
と

が
で

き
る

。
（

ｂ
９

）

単
元
名

動
物

の
か

ら
だ

の
つ

く
り

と
は

た
ら

き
情
報
活
用
能
力

ａ
９

：
物

事
の

分
解

　
だ

液
に

よ
る

デ
ン

プ
ン

の
変

化
を

調
べ

る
た

め
に

条
件

を
選

択
し

て
実

験
を

行
い

、
そ

れ
ら

の
結

果
を

比
較

し
て

だ
液

の
働

き
を

見
付

け
る

こ
と

が
で

き
る

。

単
元
名

　
第

一
次

世
界

大
戦

か
ら

第
二

次
世

界
大

戦
ま

で
の

大
き

な
流

れ
を

振
り

返
り

、
「

戦
争

へ
の

タ
ー

ニ
ン

グ
ポ

イ
ン

ト
は

何
か

」
に

つ
い

て
考

え

る
。

そ
の

際
、

「
世

界
の

流
れ

」
と

「
日

本
の

流
れ

」
の

ど
ち

ら
か

を
選

択
し

、
授

業
支

援
ソ

フ
ト

で
ス

テ
ッ

プ
チ

ャ
ー

ト
を

作
成

す
る

こ
と

で
、

明
確

な
根

拠
を

見
付

け
、

理
由

を
含

め
て

タ
ー

ニ
ン

グ
ポ

イ
ン

ト
を

グ
ル

ー
プ

や
全

体
に

発
表

す
る

こ
と

が
で

き
る

。

単
元
名

情
報
活
用
能
力

ａ
７

：
読

み
取

り

　
関

数
  
  
  
  
  
  
 を

既
習

の
関

数
と

比
較

す
る

学
習

を
行

い
、

表
や

グ
ラ

フ
か

ら
必

要
な

情
報

や
数

値
を

正
確

に
読

み
取

る
。

そ
の

際
、

グ
ラ

フ
を

動
的

に
同

時
に

見
る

こ
と

に
よ

り
、

グ
ラ

フ
か

ら
動

き
を

イ
メ

ー
ジ

し
た

り
読

み
取

っ
た

り
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

単
元
名

報
道

文
を

比
較

し
て

読
も

う
情
報
活
用
能
力

ａ
３

：
図

書
利

用
（

新
聞

）

　
同

一
の

題
材

に
対

す
る

内
容

の
異

な
る

新
聞

記
事

を
読

み
比

べ
、

事
例

の
取

り
上

げ
方

や
立

場
、

印
象

の
違

い
な

ど
に

注
意

し
て

読
む

学
習

を
行

う
。

そ
の

際
、

共
通

点
や

相
違

点
を

明
確

に
し

、
観

点
に

則
し

て
整

理
す

る
こ

と
で

、
文

章
を

批
判

的
に

読
む

こ
と

が
で

き
る

。

単
元
名

二
度

の
世

界
大

戦
と

日
本

情
報
活
用
能
力

ｂ
５

：
受

け
手

の
意

識

　
ス

メ
タ

ナ
の

「
ブ

ル
タ

バ
」

を
場

面
ご

と
の

標
題

と
音

楽
の

結
び

付
き

や
楽

曲
の

背
景

を
も

と
に

し
て

分
割

し
た

音
源

を
何

度
も

再
生

し
て

聴
き

、
同

じ
場

面
を

選
ん

だ
友

達
の

意
見

と
比

較
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

単
元
名

今
の

自
分

、
こ

れ
か

ら
の

自
分

情
報
活
用
能
力

ｂ
１

：
ウ

ェ
ブ

検
索

　
ａ

２
：

記
録

と
編

集

○
自

分
の

興
味

の
あ

る
素

材
の

画
像

を
検

索
し

、
表

現
に

生
か

す
こ

と
が

で
き

る
。

（
ｂ

１
）

○
自

分
の

姿
を

効
果

的
な

ス
ケ

ー
ル

に
ト

リ
ミ

ン
グ

す
る

な
ど

の
編

集
が

で
き

る
。

（
ａ

２
）

単
元
名

化
学

変
化

と
電

池
情
報
活
用
能
力

ｂ
７

：
伝

達
内

容
の

構
成

　
電

池
の

中
で

起
き

て
い

る
化

学
変

化
の

流
れ

が
分

か
る

よ
う

に
Ｗ

Ｂ
を

活
用

し
て

説
明

す
る

様
子

を
動

画
で

撮
影

す
る

活
動

を
通

し
て

、
電

池
の

中
で

の
化

学
変

化
に

つ
い

て
伝

達
内

容
を

順
序

立
て

て
構

成
し

発
表

で
き

る
。 単
元
名

作
曲

者
の

思
い

を
感

じ
取

り
な

が
ら

味
わ

お
う

情
報
活
用
能
力

ａ
９

：
物

事
の

比
較

　
自

分
の

食
生

活
の

課
題

や
自

由
課

題
を

解
決

す
る

弁
当

献
立

を
考

え
る

際
に

、
そ

の
条

件
に

合
う

食
材

を

使
っ

た
献

立
を

探
し

、
検

討
し

な
が

ら
活

用
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

単
元
名

U
n

it
2
 H

a
ik

u
 i
n

 E
n

g
li
sh

情
報
活
用
能
力

ｂ
３

：
表

現
の

工
夫

　
英

語
の

俳
句

の
特

徴
を

読
み

取
り

、
英

語
の

俳
句

を
作

成
す

る
。

そ
の

際
、

K
e
y
n

o
te

等
を

活
用

し
て

、
情

景
や

思
い

が
伝

わ
る

よ
う

に
写

真
や

文
章

の
効

果
的

な
レ

イ
ア

ウ
ト

を
考

え
、

工
夫

す
る

こ
と

が
で

き
る

。

単
元
名

球
技

（
ソ

フ
ト

ボ
ー

ル
　

バ
レ

ー
ボ

ー
ル

）
情
報
活
用
能
力

ｂ
５

：
受

け
手

の
意

識

　
自

分
た

ち
が

考
え

た
作

戦
が

機
能

し
て

い
る

か
ど

う
か

を
、

映
像

等
で

分
析

し
、

他
グ

ル
ー

プ
と

の
交

流
を

通
し

て
改

善
を

図
る

こ
と

が
で

き
る

。

単
元
名

生
活

の
課

題
と

実
践

（
栄

養
＆

満
点

弁
当

を
作

ろ
う

）
情
報
活
用
能
力

ａ
６

：
学

習
計

画
　

ａ
９

：
物

事
の

分
解

y=
𝑎
𝑥
2

y=
𝑎
𝑥
2
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横
手
南
中
学
校
　
情
報
活
用
能
力
育
成
の
た
め
の
年
間
計
画
　
［
1
0
月
～
1
2
月
］

月

情
報
活
用
能
力

ｂ
５

 ：
受

け
手

の
意

識

　
自

分
で

選
ん

だ
教

科
書

の
キ

ャ
ラ

ク
タ

ー
や

有
名

人
に

つ
い

て
、

ス
リ

ー
ヒ

ン
ト

ク
イ

ズ
を

つ
く

る
。

そ
の

際
、

見
や

す
さ

を
考

え
て

、
写

真
と

文
の

レ
イ

ア
ウ

ト
を

工
夫

す
る

こ
と

が
で

き
る

。

　
調

査
項

目
を

設
定

し
、

学
級

で
そ

の
調

査
結

果
を

発
表

し
合

う
た

め
に

、
K

e
y
n

o
te

や
N

u
m

b
e
rs

を
活

用
す

る
。

そ
の

際
、

見
や

す
く

わ
か

り
や

す
い

発
表

が
で

き
る

よ
う

、
表

や
グ

ラ
フ

、
写

真
や

図
な

ど
を

用
い

、
構

成
を

工
夫

す
る

こ
と

が
で

き
る

。

　
外

国
の

方
に

日
本

の
魅

力
を

知
っ

て
も

ら
う

た
め

の
パ

ン
フ

レ
ッ

ト
を

作
成

す
る

。
郷

土
の

文
化

や
伝

統
な

ど
に

つ
い

て
、

資
料

を
活

用
し

た
り

、
表

現
を

工
夫

し
た

り
し

て
相

手
に

伝
わ

り
や

す
く

ま
と

め
る

こ
と

が
で

き
る

。

１０
月

１１
月

１２
月

情
報
活
用
能
力

ａ
９

：
物

事
の

比
較

単
元
名

R
e
s
e
a
rc

h
 a

n
d

 P
re

s
e
n

ta
ti

o
n

情
報
活
用
能
力

ｂ
７

：
伝

達
内

容
の

構
成

単
元
名

S
ta

g
e
 A

c
ti

vi
ty

  
D

is
c
o
ve

r 
Ja

p
a
n

情
報
活
用
能
力

ｂ
５

:受
け

手
の

意
識

　
ｃ

２
:情

報
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ

　
日

本
の

伝
統

的
な

文
様

や
、

織
物

・
染

め
物

の
意

味
や

由
来

を
調

べ
て

ま
と

め
、

日
本

の
衣

文
化

を
理

解

し
、

継
承

す
る

大
切

さ
に

気
付

く
こ

と
が

で
き

る
。

　
家

庭
生

活
で

利
用

し
て

い
る

電
気

製
品

や
屋

内
配

線
等

の
し

く
み

を
考

え
、

実
験

、
実

習
を

通
し

て
実

際
の

回
路

を
作

成
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

そ
の

動
作

結
果

を
基

に
、

電
気

回
路

図
に

書
き

表
す

こ
と

が
で

き
る

。

　
身

近
に

起
き

て
い

る
情

報
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
、

情
報

モ
ラ

ル
上

の
ト

ラ
ブ

ル
を

知
り

、
そ

れ
ら

の
予

防
や

対
処

方
法

を
調

べ
る

。
調

べ
た

内
容

を
ス

ラ
イ

ド
に

ま
と

め
、

共
有

し
な

が
ら

、
今

後
の

自
分

自
身

の
活

用
を

考
え

る
。単
元
名

情
報

の
技

術

　
映

像
教

材
と

自
身

の
動

画
と

の
比

較
、

ま
た

話
合

い
に

よ
っ

て
、

よ
り

ス
ム

ー
ズ

な
技

の
行

い
方

を
模

索
す

る
。

他
と

の
動

き
の

違
い

か
ら

、
そ

れ
ぞ

れ
の

特
徴

や
課

題
を

見
い

だ
す

。

英 語

単
元
名

U
n

it
7
  
F

o
re

ig
n

 A
rt

is
ts

 i
n

 J
a
p

a
n

情
報
活
用
能
力

ｂ
３

：
表

現
の

工
夫

単
元
名

エ
ネ

ル
ギ

ー
変

換
の

技
術

情
報
活
用
能
力

ａ
８

:情
報

の
分

類

　
自

己
の

課
題

に
つ

い
て

、
思

考
し

判
断

し
た

こ
と

を
、

言
葉

や
文

章
な

ど
で

表
し

た
り

、
他

者
に

分
か

り
や

す
く

伝
え

た
り

す
る

。

　
選

択
し

た
種

目
の

中
で

自
分

の
課

題
を

解
決

す
る

た
め

の
学

習
計

画
を

考
え

、
技

の
出

来
映

え
を

高
め

る
こ

と
が

で
き

る
。

技 家

単
元
名

私
た

ち
の

衣
生

活
情
報
活
用
能
力

ａ
３

:ウ
ェ

ブ
検

索

単
元
名

武
道

単
元
名

器
械

運
動

（
マ

ッ
ト

運
動

・
跳

び
箱

運
動

）
保 体

単
元
名

柔
道

情
報
活
用
能
力

ａ
６

：
学

習
計

画
情
報
活
用
能
力

ｂ
６

：
創

造
情
報
活
用
能
力

ｂ
５

：
受

け
手

の
意

識

単
元
名

季
節

を
彩

る
文

様
～

カ
レ

ン
ダ

ー
を

作
ろ

う
～

　
「

魔
王

」
の

登
場

人
物

ご
と

の
強

弱
、

調
性

、
歌

い
方

の
特

徴
を

グ
ル

ー
プ

で
話

し
合

っ
て

見
付

け
る

。
そ

の
際

、
グ

ル
ー

プ
で

共
有

し
た

学
習

シ
ー

ト
に

付
箋

を
貼

り
付

け
る

こ
と

で
思

考
を

広
げ

、
さ

ら
に

比
較

・
整

理
し

て
楽

曲
の

お
も

し
ろ

さ
を

共
有

す
る

こ
と

が
で

き
る

。

　
オ

ペ
ラ

が
音

楽
・

文
学

・
演

劇
・

舞
踊

・
美

術
が

密
接

に
関

わ
っ

て
い

る
総

合
芸

術
で

あ
る

こ
と

を
踏

ま
え

て
、

そ
れ

ぞ
れ

の
関

わ
り

が
生

み
出

す
よ

さ
や

美
し

さ
を

共
有

シ
ー

ト
を

用
い

て
話

し
合

う
こ

と
が

で
き

る
。

　
箏

の
し

く
み

や
奏

法
に

つ
い

て
学

び
、

友
達

同
士

で
演

奏
を

撮
影

し
合

い
、

動
画

を
シ

ー
ト

に
貼

り
付

け

る
。

動
画

を
再

生
し

て
自

分
の

演
奏

を
客

観
的

に
聴

き
改

善
点

を
見

付
け

る
こ

と
が

で
き

る
の

で
、

さ
ら

に
よ

い
演

奏
を

記
録

し
た

い
と

い
う

意
欲

を
も

っ
て

取
り

組
む

こ
と

が
で

き
る

。

美 術

単
元
名

切
り

子
の

コ
ー

ス
タ

ー
情
報
活
用
能
力

ｂ
３

：
表

現
の

工
夫

音 楽

情
報
活
用
能
力

ｂ
８

：
評

価
と

改
善

情
報
活
用
能
力

ｂ
５

：
受

け
手

の
意

識

情
報
活
用
能
力

ｂ
３

：
表

現
の

工
夫

　
学

習
支

援
ア

プ
リ

の
描

画
機

能
を

使
っ

て
、

文
様

を
作

り
、

コ
ー

ス
タ

ー
の

デ
ザ

イ
ン

を
考

え
る

事
が

で
き

る
。

　
キ

ャ
ラ

ク
タ

ー
を

考
え

る
際

に
、

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
で

画
像

を
検

索
し

参
考

に
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

　
キ

ー
ノ

ー
ト

の
描

画
機

能
を

使
っ

て
、

文
様

を
作

り
、

カ
レ

ン
ダ

ー
の

デ
ザ

イ
ン

を
考

え
る

こ
と

が
で

き

る
。

単
元
名

○
○

チ
ッ

プ
ス

の
デ

ザ
イ

ン
情
報
活
用
能
力

ｂ
１

：
ウ

ェ
ブ

検
索

単
元
名

オ
ペ

ラ
に

親
し

み
、

そ
の

音
楽

を
味

わ
お

う
単
元
名

箏
の

特
徴

を
感

じ
取

り
、

和
楽

器
の

響
き

を
味

わ
お

う

情
報
活
用
能
力

ｂ
２

：
デ

ー
タ

の
傾

向

　
ば

ね
を

引
く

力
と

ば
ね

の
の

び
の

関
係

に
つ

い
て

実
験

を
行

い
、

実
験

結
果

を
表

計
算

ソ
フ

ト
に

入
力

、
グ

ラ
フ

を

作
成

し
て

そ
の

傾
向

を
把

握
す

る
。

そ
の

際
、

セ
ル

へ
の

デ
ー

タ
の

入
力

、
グ

ラ
フ

の
作

成
の

仕
方

、
ｘ

軸
、

ｙ
軸

の

項
目

の
入

力
、

デ
ー

タ
の

近
似

直
線

の
挿

入
が

で
き

る
。

　
水

蒸
気

が
水

滴
に

変
わ

る
条

件
を

調
べ

る
実

験
を

行
い

、
そ

の
結

果
や

考
察

に
つ

い
て

写
真

や
図

を
用

い
て

説
明

で
き

る
よ

う
に

わ
か

り
や

す
く

ま
と

め
る

こ
と

が
で

き
る

。

　
物

体
の

質
量

や
高

さ
、

速
さ

を
変

化
さ

せ
る

と
、

物
体

が
木

片
に

対
し

て
す

る
仕

事
の

大
き

さ
が

ど
の

よ
う

に
変

化

す
る

か
実

験
を

行
い

、
そ

の
結

果
を

表
計

算
ソ

フ
ト

を
活

用
し

て
グ

ラ
フ

に
し

て
表

し
、

そ
れ

ぞ
れ

の
要

素
と

エ
ネ

ル

ギ
ー

の
関

係
を

見
い

だ
す

こ
と

が
で

き
る

。

単
元
名

曲
想

と
音

楽
の

構
造

と
の

関
わ

り
を

理
解

し
て

「
魔

王
」

の
魅

力
を

味
わ

お
う

単
元
名

気
象

の
観

測
情
報
活
用
能
力

ｂ
７

：
伝

達
内

容
の

構
成

単
元
名

運
動

と
エ

ネ
ル

ギ
ー

理 科

単
元
名

力
の

世
界

情
報
活
用
能
力

ｂ
２

：
デ

ー
タ

の
傾

向

単
元
名

平
行

と
合

同
情
報
活
用
能
力

ｂ
６

：
創

造

情
報
活
用
能
力

ｂ
９

：
口

頭
発

表

　
鎌

倉
幕

府
と

室
町

幕
府

の
仕

組
み

を
比

較
し

て
、

共
通

点
と

相
違

点
か

ら
武

家
政

権
の

特
徴

を
説

明
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

　
各

地
方

に
関

す
る

諸
資

料
（

分
布

図
や

グ
ラ

フ
な

ど
）

か
ら

必
要

な
情

報
を

読
み

取
り

、
各

地
方

の
特

色
や

課
題

を
見

い
だ

す
こ

と
が

で
き

る
。

　
地

方
公

共
団

体
の

課
題

に
つ

い
て

、
経

産
省

の
Ｒ

Ｅ
Ｓ

Ａ
Ｓ

を
活

用
し

て
有

用
な

情
報

を
収

集
し

分
析

す

る
。

ま
た

、
プ

レ
ゼ

ン
テ

ー
シ

ョ
ン

ソ
フ

ト
を

活
用

し
て

、
分

か
っ

た
こ

と
を

分
か

り
や

す
く

ま
と

め
、

発
表

す
る

こ
と

が
で

き
る

。

数 学

単
元
名

比
例

と
反

比
例

情
報
活
用
能
力

ａ
７

：
グ

ラ
フ

の
読

み
取

り

単
元
名

日
本

の
諸

地
域

情
報
活
用
能
力

ａ
７

：
読

み
取

り
単
元
名

地
方

自
治

と
私

た
ち

情
報
活
用
能
力

ｂ
８

:評
価

と
改

善

　
比

例
の

グ
ラ

フ
を

利
用

し
て

、
問

題
を

解
決

す
る

場
面

に
お

い
て

、
グ

ラ
フ

の
ど

こ
を

見
て

ど
の

よ
う

に
読

み
取

っ
た

の
か

説
明

で
き

る
。

そ
の

際
、

グ
ラ

フ
を

重
ね

た
り

、
動

か
し

て
見

る
こ

と
に

よ
り

視
覚

的
に

捉
え

る
こ

と
が

で
き

る
。

　
合

同
条

件
が

成
り

立
っ

て
い

る
こ

と
を

、
タ

ブ
レ

ッ
ト

を
利

用
し

て
対

応
す

る
辺

や
角

を
示

し
、

根
拠

を
明

ら
か

に
し

な
が

ら
説

明
で

き
る

。

　
相

似
な

図
形

の
証

明
を

行
う

と
き

に
、

根
拠

を
明

ら
か

に
し

て
説

明
し

た
り

、
伝

え
た

い
こ

と
が

受
け

手
に

き
ち

ん
と

伝
わ

っ
て

い
る

か
、

自
分

の
発

表
の

仕
方

を
振

り
返

っ
た

り
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

単
元
名

相
似

な
図

形

社 会

単
元
名

ユ
ー

ラ
シ

ア
の

動
き

と
武

士
の

政
治

の
台

頭
情
報
活
用
能
力

ａ
９

：
物

事
の

分
解

単
元
名

多
様

な
方

法
で

情
報

を
集

め
よ

う
情
報
活
用
能
力

ｂ
７

：
伝

達
内

容
の

構
成

国 語

単
元
名

「
大

好
き

」
を

語
ろ

う
～

構
成

を
工

夫
し

て
話

す
～

情
報
活
用
能
力

ｂ
５

：
受

け
手

の
意

識

１０
月

第
1
学
年

第
2
学
年

第
3
学
年

情
報
活
用
能
力

ｂ
３

：
表

現
の

工
夫

　
自

分
の

好
き

な
こ

と
を

ス
ピ

ー
チ

で
紹

介
し

合
う

学
習

を
行

う
。

そ
の

際
、

相
手

に
と

っ
て

の
「

わ
か

り
や

す
さ

」
「

印
象

深
さ

」
を

意
識

し
た

構
成

を
考

え
て

、
効

果
的

に
書

い
た

り
話

し
た

り
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

　
職

場
体

験
学

習
後

に
、

職
業

ガ
イ

ド
を

つ
く

る
活

動
を

行
う

。
伝

え
た

い
事

柄
が

読
み

手
に

伝
わ

る
よ

う

に
、

写
真

や
図

を
用

い
て

、
わ

か
り

や
す

く
ま

と
め

て
作

成
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

　
修

学
旅

行
後

に
、

旅
行

記
を

編
集

す
る

活
動

を
行

う
。

伝
え

た
い

内
容

に
ふ

さ
わ

し
い

文
章

の
形

態
を

選
ぶ

こ
と

、
写

真
や

図
表

な
ど

文
章

以
外

の
素

材
と

の
組

み
合

わ
せ

の
工

夫
、

レ
イ

ア
ウ

ト
の

工
夫

な
ど

に
気

を
付

け
て

編
集

す
る

こ
と

が
で

き
る

。

単
元
名

文
章

の
種

類
を

選
ん

で
書

こ
う

１１
月

１２
月

１０
月

１１
月

１２
月
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横
手
南
中
学
校
　
情
報
活
用
能
力
育
成
の
た
め
の
年
間
計
画
　
［
１月
～
３
月
］

月

第
3
学
年

１月
２
月

３
月

１月
２
月

３
月

１月

国 語

単
元
名

学
び

を
振

り
返

る
～

私
が

つ
か

ん
だ

国
語

の
力

～
情
報
活
用
能
力

ｂ
９

：
口

頭
発

表
単
元
名

国
語

の
学

び
を

振
り

返
ろ

う
情
報
活
用
能
力

第
1
学
年

第
2
学
年

ｂ
６

：
創

造
単
元
名

自
分

の
「

生
き

方
」

を
見

つ
け

る
情
報
活
用
能
力

ａ
８

：
情

報
の

分
類

　
一

年
間

の
国

語
学

習
で

印
象

的
だ

っ
た

事
柄

の
中

か
ら

振
り

返
る

観
点

を
選

び
、

国
語

学
習

を
振

り
返

っ
て

気
付

い

た
こ

と
を

プ
レ

ゼ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
す

る
学

習
を

行
う

。
そ

の
際

に
、

写
真

や
図

表
な

ど
の

素
材

の
使

い
方

や
、

構
成

の

仕
方

や
レ

イ
ア

ウ
ト

を
工

夫
し

て
発

表
を

プ
レ

ゼ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

　
国

語
学

習
を

振
り

返
り

、
国

語
を

学
ぶ

意
義

に
つ

い
て

壁
新

聞
を

作
成

す
る

活
動

を
行

う
。

他
の

人
の

意
見

と
比

べ

た
り

、
話

し
合

い
を

通
し

て
考

え
た

り
し

た
こ

と
を

記
事

と
し

て
組

み
合

わ
せ

編
集

す
る

こ
と

が
で

き
る

。

　
他

者
の

考
え

、
も

の
の

見
方

、
関

連
図

書
を

参
考

に
し

て
、

自
分

の
「

生
き

方
」

に
つ

い
て

の
考

え
を

明
確

に
し

、
伝

え
合

う
学

習
を

行
う

。
そ

の
際

、
思

考
ツ

ー
ル

を
活

用
し

て
考

え
を

整
理

し
て

発
表

す
る

こ
と

が
で

き
る

。

２
月

３
月

ｂ
７

:伝
達

内
容

の
構

成

　
南

ア
メ

リ
カ

州
の

航
空

写
真

か
ら

森
林

面
積

の
変

化
を

捉
え

、
さ

と
う

き
び

畑
の

分
布

変
化

や
バ

イ
オ

エ
タ

ノ
ー

ル
の

生
産

量
の

資
料

と
関

連
付

け
て

考
察

す
る

こ
と

が
で

き
る

。

　
日

本
の

近
代

化
に

つ
い

て
、

学
習

し
た

日
本

の
出

来
事

と
世

界
の

出
来

事
と

を
結

び
付

け
、

近
代

前
半

の
日

本
と

世
界

の
つ

な
が

り
を

ウ
ェ

ビ
ン

グ
マ

ッ
プ

や
表

に
見

や
す

く
ま

と
め

る
こ

と
が

で
き

る
。

　
持

続
可

能
な

社
会

を
実

現
す

る
た

め
に

、
自

分
が

で
き

る
こ

と
を

考
え

、
提

言
の

裏
付

け
に

で
き

る
こ

と
を

調
べ

、
収

集
し

た
情

報
を

ま
と

め
表

や
グ

ラ
フ

を
作

成
し

た
り

、
写

真
や

図
を

用
い

た
り

し
て

、
ス

ラ
イ

ド
等

に
わ

か
り

や
す

く
ま

と
め

て
発

表
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

数 学

単
元
名

デ
ー

タ
の

分
析

と
活

用
情
報
活
用
能
力

ａ
８

：
情

報
の

分
類

単
元
名

開
国

と
近

代
日

本
の

歩
み

情
報
活
用
能
力

ｂ
３

：
表

現
の

工
夫

単
元
名

よ
り

良
い

社
会

を
目

指
し

て
情
報
活
用
能
力

社 会

単
元
名

南
ア

メ
リ

カ
州

情
報
活
用
能
力

ａ
４

：
情

報
の

関
連

づ
け

単
元
名

ｂ
6
：

創
造

　
目

的
に

応
じ

て
必

要
な

数
値

や
情

報
を

読
み

取
り

、
表

や
グ

ラ
フ

に
整

理
し

て
表

す
こ

と
で

、
よ

り
よ

い
方

法
を

分
析

す
る

こ
と

が
で

き
る

。

　
探

索
的

デ
ー

タ
分

析
を

経
験

す
る

こ
と

を
通

し
て

、
箱

ひ
げ

図
や

ヒ
ス

ト
グ

ラ
ム

の
そ

れ
ぞ

れ
の

よ
さ

や
違

い
を

考
え

た
り

、
そ

れ
を

用
い

て
説

明
し

た
り

判
断

し
た

り
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

　
図

形
に

適
切

な
補

助
線

を
引

く
こ

と
に

よ
り

直
角

三
角

形
を

見
い

だ
し

、
三

平
方

の
定

理
を

活
用

し
て

長
さ

や
面

積
を

求
め

る
方

法
に

つ
い

て
、

学
習

支
援

ア
プ

リ
の

グ
ル

ー
プ

学
習

ペ
ー

ジ
を

使
い

、
話

し
合

い
を

行

い
、

考
え

を
深

め
る

こ
と

が
で

き
る

。

理 科

単
元
名

大
地

の
変

化
情
報
活
用
能
力

ｂ
１

：
ウ

ェ
ブ

検
索

単
元
名

デ
ー

タ
の

比
較

情
報
活
用
能
力

ｂ
５

:受
け

手
の

意
識

単
元
名

三
平

方
の

定
理

情
報
活
用
能
力

ｂ
６

：
創

造

　
ウ

ェ
ブ

検
索

や
g
o
o
g
le

E
a
rt

h
を

用
い

て
、

国
内

外
の

特
徴

的
な

火
山

の
地

形
を

発
見

し
、

観
察

す
る

こ
と

が
で

き
る

。

　
電

圧
と

電
流

の
関

係
を

調
べ

る
実

験
を

行
い

、
そ

の
結

果
を

表
計

算
ソ

フ
ト

を
利

用
し

て
グ

ラ
フ

に
表

す
こ

と
が

で
き

る
。

　
星

の
１

日
の

動
き

や
、

天
体

の
１

年
の

動
き

に
つ

い
て

、
星

座
表

な
ど

の
シ

ミ
ュ

レ
ー

シ
ョ

ン
ア

プ
リ

を
活

用
し

て
、

そ
の

見
か

け
の

変
化

が
生

じ
る

原
因

や
傾

向
に

つ
い

て
互

い
に

説
明

し
合

う
こ

と
が

で
き

る
。

単
元
名

地
球

と
宇

宙

ｂ
７

：
伝

達
内

容
の

構
成

　
「

越
天

楽
」

の
鑑

賞
を

す
る

事
前

学
習

と
し

て
、

雅
楽

の
歴

史
や

使
用

さ
れ

る
楽

器
な

ど
を

調
べ

、
写

真
も

入
れ

な
が

ら
シ

ー
ト

に
ま

と
め

る
活

動
を

通
し

て
、

そ
の

後
の

課
題

設
定

に
役

立
て

る
こ

と
が

で
き

る
。

　
歌

舞
伎

の
音

楽
に

親
し

み
、

そ
の

よ
さ

を
考

え
共

有
す

る
場

面
に

お
い

て
、

相
手

の
考

え
を

必
要

に
応

じ
て

メ
モ

に
取

る
こ

と
に

よ
っ

て
、

楽
曲

に
対

す
る

感
じ

方
や

考
え

方
を

深
め

る
こ

と
が

で
き

る
。

　
ム

ソ
ル

グ
ス

キ
ー

の
組

曲
「

展
覧

会
の

絵
」

の
中

か
ら

１
曲

選
ん

で
、

楽
曲

の
特

徴
や

良
さ

を
捉

え
、

そ
れ

を
聞

き
手

が
理

解
で

き
る

よ
う

に
伝

え
る

手
段

と
し

て
、

タ
ブ

レ
ッ

ト
で

資
料

を
作

成
し

、
プ

レ
ゼ

ン
テ

ー

シ
ョ

ン
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

美 術

単
元
名

鑑
賞

：
俵

屋
宗

達
「

風
神

雷
神

」
情
報
活
用
能
力

ｂ
５

：
受

け
手

の
意

識
単
元
名

歌
舞

伎
に

親
し

み
、

そ
の

音
楽

を
味

わ
お

う
情
報
活
用
能
力

ｂ
４

：
メ

モ
単
元
名

曲
の

よ
さ

を
プ

レ
ゼ

ン
テ

ー
シ

ョ
ン

し
よ

う
情
報
活
用
能
力

ｂ
５

：
創

造

　
全

体
で

気
付

い
た

こ
と

を
発

表
し

た
後

、
学

習
支

援
ア

プ
リ

の
グ

ル
ー

プ
学

習
ペ

ー
ジ

を
使

い
、

話
合

い
を

行
い

、
考

え
を

広
げ

る
こ

と
が

で
き

る
。

　
全

体
で

気
付

い
た

こ
と

を
発

表
し

た
後

、
学

習
支

援
ア

プ
リ

の
グ

ル
ー

プ
学

習
ペ

ー
ジ

を
使

い
、

話
合

い
を

行
い

、
考

え
を

深
め

る
こ

と
が

で
き

る
。

　
全

体
で

気
付

い
た

こ
と

を
発

表
し

た
後

、
学

習
支

援
ア

プ
リ

の
グ

ル
ー

プ
学

習
ペ

ー
ジ

を
使

い
、

話
し

合
い

を
行

い
、

考
え

を
深

め
る

こ
と

が
で

き
る

。

単
元
名

鑑
賞

：
ピ

カ
ソ

「
ゲ

ル
ニ

カ
」

情
報
活
用
能
力

音 楽

単
元
名

柔
道

情
報
活
用
能
力

ｂ
６

：
創

造
単
元
名

鑑
賞

：
マ

グ
リ

ッ
ト

「
大

家
族

」
情
報
活
用
能
力

ｂ
５

：
創

造

情
報
活
用
能
力

単
元
名

雅
楽

「
越

天
楽

」
に

親
し

も
う

情
報
活
用
能
力

ｂ
１

：
ウ

ェ
ブ

検
索

単
元
名

電
流

の
性

質
情
報
活
用
能
力

ａ
８

:情
報

の
分

類

ａ
９

：
物

事
の

分
解

　
固

め
技

、
投

げ
技

の
基

本
的

構
造

を
画

像
に

よ
っ

て
理

解
す

る
。

ま
た

、
仲

間
と

の
意

見
交

換
に

よ
っ

て
、

個
々

の
課

題
と

解
決

方
法

を
見

い
だ

し
、

適
し

た
練

習
方

法
を

構
築

す
る

こ
と

が
で

き
る

。

　
ネ

ッ
ト

型
ス

ポ
ー

ツ
（

バ
ド

ミ
ン

ト
ン

、
卓

球
）

に
お

い
て

、
ラ

リ
ー

を
継

続
し

た
り

、
攻

防
し

た
り

す
る

た
め

の
課

題
を

発
見

し
、

そ
の

解
決

に
向

け
適

切
な

練
習

方
法

を
選

ぶ
こ

と
が

で
き

る
。

　
ゲ

ー
ム

中
心

の
活

動
の

中
で

、
自

己
や

チ
ー

ム
の

課
題

に
合

わ
せ

て
、

い
ろ

い
ろ

な
方

法
で

情
報

を
探

し
、

そ
れ

を
実

際
の

動
き

と
比

較
し

て
活

用
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

技 家

単
元
名

健
康

を
考

え
た

食
生

活
情
報
活
用
能
力

ｂ
５

:受
け

手
の

意
識

単
元
名

球
技

（
卓

球
、

バ
ド

ミ
ン

ト
ン

）
情
報
活
用
能
力

ａ
６

：
学

習
計

画
単
元
名

競
技

（
ゴ

ー
ル

型
・

ネ
ッ

ト
型

）
情
報
活
用
能
力

ａ
５

:問
題

解
決

の
手

順
　

ｃ
１

:情
報

技
術

の
将

来

　
食

品
群

別
摂

取
量

の
目

安
や

食
品

の
概

量
を

基
に

、
１

日
に

必
要

な
食

品
の

種
類

や
量

を
把

握
す

る
。

そ
れ

を
踏

ま
え

て
、

工
夫

し
て

１
日

分
の

献
立

を
作

成
し

、
そ

の
献

立
に

し
た

理
由

を
説

明
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

　
生

活
や

社
会

の
問

題
を

見
付

け
て

、
情

報
の

技
術

で
解

決
す

る
こ

と
が

で
き

る
課

題
を

設
定

す
る

。
課

題
解

決
に

向
け

て
、

情
報

処
理

の
手

順
を

考
え

な
が

ら
、

プ
ロ

グ
ラ

ム
の

作
成

お
よ

び
修

正
、

評
価

す
る

こ
と

が
で

き
る

。

　
生

活
や

社
会

の
問

題
を

見
付

け
て

、
情

報
の

技
術

で
解

決
す

る
こ

と
が

で
き

る
課

題
を

設
定

す
る

。
課

題
解

決
に

向

け
て

、
情

報
処

理
の

手
順

を
考

え
な

が
ら

、
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
作

成
お

よ
び

修
正

、
評

価
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

単
元
名

情
報

の
技

術
情
報
活
用
能
力

保 体 英 語

単
元
名

S
ta

g
e
 A

c
ti

vi
ty

3
  

"M
y 

F
a
vo

ri
te

 E
ve

n
t 

T
h
is

 Y
e
a
r"

情
報
活
用
能
力

ｂ
５

：
受

け
手

の
意

識
単
元
名

情
報

の
技

術
情
報
活
用
能
力

ａ
５

:問
題

解
決

の
手

順
　

ｃ
１

:情
報

技
術

の
将

来

ｂ
７

:伝
達

内
容

の
構

成
　

ｂ
８

:評
価

と
改

善

　
思

い
出

に
残

っ
た

学
校

行
事

に
つ

い
て

、
聞

い
て

い
る

人
に

自
分

の
考

え
が

伝
わ

る
よ

う
に

写
真

な
ど

の
資

料
を

活
用

す
る

な
ど

、
表

現
を

工
夫

す
る

こ
と

が
で

き
る

。

　
A

L
T

の
先

生
に

自
分

の
町

の
お

す
す

め
の

場
所

や
、

そ
の

場
所

の
情

報
を

伝
え

る
た

め
に

、
イ

ン
タ

ー
ネ

ッ

ト
や

K
e
y
n

o
te

を
活

用
す

る
。

そ
の

際
、

わ
か

り
や

す
く

、
よ

り
詳

し
い

内
容

で
伝

え
る

こ
と

が
で

き
る

よ

う
、

調
べ

た
情

報
を

分
析

・
考

察
し

、
必

要
に

応
じ

た
端

末
の

活
用

が
で

き
る

。

　
主

張
と

そ
の

理
由

を
明

確
に

し
な

が
ら

英
語

で
デ

ィ
ベ

ー
ト

を
行

う
。

論
理

的
・

多
面

的
に

考
え

、
説

得
力

の
あ

る
伝

え
方

を
学

習

す
る

活
動

を
通

し
て

、
表

や
グ

ラ
フ

を
作

成
し

た
り

、
図

を
用

い
た

り
し

て
、

分
か

り
や

す
く

ま
と

め
る

力
を

高
め

る
。

ま
た

、

ジ
ャ

ッ
ジ

に
よ

る
判

定
や

聞
き

手
に

よ
る

相
互

評
価

を
行

い
、

発
表

の
仕

方
を

振
り

返
る

こ
と

が
で

き
る

。

M
y 

F
a
vo

ri
te

 P
la

c
e
 i
n

 O
u

r 
T

o
w

n
情
報
活
用
能
力

ｂ
９

: 
口

頭
発

表
単
元
名

S
ta

g
e
 A

c
ti

vi
ty

  
L

e
t'

s
 H

a
ve

 a
 M

in
i 
D

e
b

a
te

情
報
活
用
能
力

6
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教科別ＩＣＴ活用実践事例
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「文学的文章」における 実践例

１・２・３年 単元名、学習活動 小説全般（読む） 例：２年『盆土産』

使用するＩＣＴ機器、機能等

・学習支援アプリ「MetaMoJi ClassRoom」

活用方法の概要 ☆共有化 ☆操作化

・単元の中心活動でタブレットを使用する。同時編集でテクストのクライマックスはどこ

かを検討する。（グループ、色分け）

具体的な内容・活用方法

２年 単元名、学習活動 『走れメロス』（読む）

使用するＩＣＴ機器、機能等

・学習支援アプリ「MetaMoJi ClassRoom」

活用方法の概要 ☆可視化 ☆操作化

・『走れメロス』と、フリードリヒ・フォン・シラーの『人質』の差違を手がかりに、読

みを深める。

具体的な内容・活用方法

・『人質』と『走れメロス』を読み、

「どの変更が一番重要か」を考察し

て、意見交換する。（生徒には事前

に「一番重要」というのは、活動を

するための目安であり、いろいろな

変更が、作品にどのような影響を与

えているかを、みんなでできるだけ

多く見付けることで、読みを広げる

のが目的であることを話しておく。）

・物語のクライマックスはどこかを考える

ことで、読む力を高める。

※今回は、クライマックスの定義を「短い

時間・狭い範囲の記述が多い＝記述が濃

い」部分として、グループで検討する。

・学習支援アプリの同時編集機能を使って

傍線を引いたり、色分けしたりして、視

覚で確認しやすいようにする。

〈
検
討
時
の
同
時
編
集
の
イ
メ
ー
ジ
〉

そ
れ
か
ら
ま
た
、
停
留
所
ま
で
黙
っ
て
歩
い
た
。

バ
ス
が
来
る
と
、
父
親
は
右
手
で
こ
ち
ら
の
頭
を
わ
し
づ
か
み
に

し
て
、

「
ん
だ
ら
、
ち
ゃ
ん
と
留
守
し
て
れ
な
。
」

と
揺
さ
ぶ
っ
た
。
そ
れ
が
、
い
つ
も
よ
り
少
し
手
荒
く
て
、
そ
れ
で

頭
が
混
乱
し
た
。
ん
だ
ら
、
さ
い
な
ら
、
と
言
う
つ
も
り
で
、
う
っ

か
り
、

「
え
ん
び
フ
ラ
イ
。
」

と
言
っ
て
し
ま
っ
た
。

バ
ス
の
乗
り
口
の
方
へ
歩
き
か
け
て
い
た
父
親
は
、
ち
ょ
っ
と
驚

い
た
よ
う
に
立
ち
止
ま
っ
て
、
苦
笑
い
し
た
。

「
わ
か
っ
て
ら
ぁ
に
。
ま
た
買
っ
て
く
る
す
け･
･
･

。
」

父
親
は
、
ま
だ
何
か
言
い
た
げ
だ
っ
た
が
、
男
車
掌
が
降
り
て
き

て
道
端
に
痰
を
は
い
て
か
ら
、

「
は
い
、
お
早
く
う
。
」

と
言
っ
た
。

父
親
は
、
何
も
言
わ
ず
に
、
片
手
で
ハ
ン
チ
ン
グ
を
上
か
ら
押
さ

え
て
バ
ス
の
中
へ
駆
け
込
ん
で
い
っ
た
。

「
は
い
、
発
車
あ
。
」

と
、
野
太
い
声
で
車
掌
が
言
っ
た
。

【
生
徒
発
表
例
】

一
番
重
要
な
変
更
点
は
、
最
後
の
シ
ー
ン
で

す
。
『
人
質
』
で
は
、
王
様
は
王
城
の
中
に
い
ま

す
。
そ
し
て
、
メ
ロ
ス
が
到
着
し
た
の
を
聞
い
て

か
ら
出
て
き
ま
す
。
『
走
れ
メ
ロ
ス
』
で
は
、
王

様
は
刑
場
で
、
セ
リ
ヌ
ン
テ
ィ
ウ
ス
の
す
ぐ
横
で

待
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
こ
と
か
ら
『
走
れ
メ
ロ
ス
』

の
王
様
は
、
「
も
し
か
し
た
ら
戻
っ
て
く
る
の
で

は
な
い
か
」
と
か
、
「
戻
っ
て
き
て
ほ
し
い
」
と

い
う
気
持
ち
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
読

み
方
が
で
き
ま
す
。

前
半
の
、
「
わ
し
だ
っ
て
、
平
和
を
望
ん
で
い

る
の
だ
が
。
」
と
い
う
せ
り
ふ
と
も
結
び
つ
き
ま

す
。
だ
か
ら
、
こ
の
変
更
が
一
番
重
要
だ
と
思
い

ま
す
。

グ
ル
ー
プ
ご
と
に
個
人
の
意
見
を
出
し
合
い
、

右
の
例
の
よ
う
な
発
表
に
ま
と
め
る
。

グ
ル
ー
プ
活
動
の
と
き
に
、『
人
質
』「
走
れ
メ

ロ
ス
」
の
テ
ク
ス
ト
を
タ
ブ
レ
ッ
ト
で
扱
い
、
文

や
語
の
加
除
修
正
し
な
が
ら
検
討
で
き
る
よ
う
に

す
る
。

【 国 語 】

8



１・２・３年 単元名、学習活動 韻文全般（読む、話す・聞く） 例：３年「俳句を味わう」

使用するＩＣＴ機器、機能等

・大型モニタ ・学習支援アプリ「MetaMoJi ClassRoom」

活用方法の概要 ☆可視化 ☆補助資料 c7：取捨選択

・単元の中心活動で、タブレットと大型モニタを使用する。詩や短歌、俳句のイメージに

もっとも合うと思う画像を見付け、プレゼンテーションをする活動を通して、読みを深

める。

具体的な内容・活用方法

・自分の好きな俳句をひとつ選び、その俳句にぴったりだと思う画像をネット検索して、「なぜその画

像がぴったりと言えるか」を紹介する。「２分間以上のプレゼンテーション」をゴールとする。

・俳句の言葉を解釈の手がかりとすることで、読みを深める。

・他の生徒の発表を聴くことで読みを広げる。

上記は生徒作品。いくつかの候補を挙げ、「どの言葉に目を付けたか」や「どのように迷ったか」な

ど、自分の思考過程をプレゼンした。

※この実践時、コロナウイルス対応で登校できない生徒がいたが、準備やプレゼンの発表本番も、全てZo

omで実施できた。今後のリモート学習の参考になった。

【 国 語 】

9



「説明的文章」における 実践例

１・２・３年 単元名、学習活動 説明文全般（読む） 例：３年『作られた物語を超えて』

使用するＩＣＴ機器、機能等
・大型モニタ ・学習支援アプリ「MetaMoJi ClassRoom」

活用方法の概要 ☆可視化 ☆構造化 b6：創造

・『作られた物語を超えて』の内容を２分以内で説明するプレゼンテーションを行う。使
用できる画像は３枚までとする。時間内に説明する準備を通して要点を読み取る力を高
める。画像の検索や選択のための内容吟味を通して、説明的文章の目的や要旨を正しく
つかむ力を高める。

具体的な内容・活用方法

・２分以内でプレゼンテーションを行うことで、要点のまとめの作業に意欲と目的意識を
もって取り組めるようにする。使用する画像はどれがふさわしいか、という視点をもつ
ことで、文章の目的を正しくつかんだり、要旨への理解を深めたりする。

① ② ③ ④

上は、生徒が教科書挿絵以外で、よりよい説明にふさわしい画像として検索し、発表に使ったもの。
特に、②を挙げた生徒は、「ルワンダ内戦は、統治・支配がしやすいように、オランダ人がフン族とツ
チ族に虚偽の噂を流して敵対させたのが原因で、まさに『～物語～』という題名にふさわしい例を作者
は挙げている」という旨に触れるなど、理解の深まりが見られた。

１・２・３年 単元名、学習活動 説明文全般（書く） 例：２年『クマゼミ増加の原因を探る』

使用するＩＣＴ機器、機能等
・学習支援アプリ「MetaMoJi ClassRoom」 ・大型モニタ

活用方法の概要 ☆可視化 ☆操作化 a3：図書利用 b5：受け手の意識

・新聞記事の記述を読み、文末表現や使われている語彙などに注目して、「事実」の部分
と「意見」の部分を分ける。その活動で気付いたことを踏まえて主教材を読み、文章の
目的や要旨を読み解く手がかりとする。

具体的な内容・活用方法

左
は
過
去
の
新
聞
記
事
で
あ
る
。

新
聞
の
二
面
と
三
面
の
記
事
な
の
で
、

基
本
的
に
は
事
実
の
伝
聞
の
意
味
合

い
が
強
い
は
ず
だ
が
、
接
続
後
・
接

続
詞
や
文
末
表
現
な
ど
の
叙
述
に
、

書

き

手

の

「

気
持

ち

」
「

意
見

」

が

反
映
す
る
表
現
が
あ
る
。
そ
れ
を
見

付
け
た
り
、
他
の
表
現
に
置
き
換
え

た
り
す
る
こ
と
で
、
語
彙
を
増
や
し

た
り
書
く
力
を
高
め
た
り
す
る
。

【 国 語 】
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「文法・語彙」における 実践例

２年 単元名、学習活動 単語をどう分ける？

使用するＩＣＴ機器、機能等

・学習支援アプリ「MetaMoJi ClassRoom」 ・大型モニタ

活用方法の概要 ☆共有化 ☆操作化

・いろいろな単語を付箋にしてグループ分けの操作をする。教師側で分けて見せて、生徒
には「なぜそう分けたか」の法則を予想するよう指示する。（名称を表す・動きを表す
・様子や状態を表す、活用する・活用しない、等。）個人で考えるかグループで話し合
うかは、生徒集団の特質に合わせて決める。

具体的な内容・活用方法

右
の
よ
う
に
単
語
を
貼
り
付
け
、

学
習
支
援
ア
プ
リ
の
同
時
編
集
機
能
を

使
っ
て
、
グ
ル
ー
プ
分
け
を
す
る
。

検
討
が
し
や
す
い
よ
う
に

①
全
体
を
二
つ
に
分
け
る

②
分
け
た
理
由
を
で
き
る
だ
け
簡
潔

に
ま
と
め
る
。

③
な
る
べ
く
た
く
さ
ん
の
分
け
方
を

見
付
け
る
。

と
い
う
こ
と
を
示
し
て
作
業
す
る
。

【 国 語 】
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「古文」における 実践例

１・２・３年 単元名、学習活動 古文全般（関心・意欲、読む）

使用するＩＣＴ機器、機能等
・大型モニタ

活用方法の概要 ☆補助資料

・単元の導入等で ,大型モニタを使用する。各作品の時代の事物や風物、舞台となった場
所を映像で提示して、関心・意欲を高める。または、読みを確かめたり深めたりするた
めの手がかりとする。

具体的な内容・活用方法

３年 単元名、学習活動 和歌を味わう（読む・書く）

使用するＩＣＴ機器、機能等
・検索ブラウザ「Safari」

活用方法の概要 ☆補助資料

・好きな和歌を選び、作歌時の状況を想像し、「作歌日記」として文章化する。また、そ
の内容を受けて、選んだ和歌を口語の短歌にリライトする。タブレットで和歌中の語句
や作者について調べることで、作歌時の状況について想像を広げる材料を増やす。

具体的な内容・活用方法

〈指導の際に〉

古文に親しみ、表現内容への共感的な

理解を促すことが主たるねらいなので、

調べる中で出てくる作者の文学史上の位

置付けや、その生涯などは軽めに扱う。

一方で、時間帯や場面、視野・視点に

関わることや、ニュアンスも含めた古語

の意味については、しっかり確認するよ

う指示する。

【 国 語 】
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地理的分野における 実践例

１年 単元名、学習活動 世界各地の人々の生活と環境

使用するＩＣＴ機器、機能等
・学習支援アプリ「MetaMoJi ClassRoom」

活用方法の概要 ☆共有化 b7：伝達内容の構成と吟味

・学習支援アプリで作成したワークシート上に、生徒各々が根拠を明らかにしながら、お
すすめの地域の気候や生活環境、観光地を紹介する。

具体的な内容・活用方法

・単元の学習を踏まえ、タブレット上のワ
ークシートに、自分が訪れてみたい地域
やお勧めする地域の生活環境や気候を調
べてまとめる。（書籍やインターネット
を活用。）

・タブレットを見せ合ったり、大型モニタ
上に表示したりして、班ごとに、また全
体で発表会を行う。

２年 単元名、学習活動 日本の地域的特色

使用するＩＣＴ機器、機能等
・学習支援アプリ「MetaMoJi ClassRoom」

活用方法の概要 ☆構造化 ☆操作化 a7：資料の読み取り

・学習支援アプリ上に用意した資料で、雨温図の並べ替えによって出た疑問から課題を見
いだし、解決学習を通して根拠を示して説明する。

具体的な内容・活用方法

①日本の気候区分の地図を見て、タブレットの画
面上で各都市の雨温図を自由に動かすことがで
きる。下の段の気候名の枠に適切に当てはめる。

②読み取った内容（組み合わせ内容）から疑問を
もつ。

③生徒がもつ疑問（例）
・日本海側の気候の冬の降水量が多いのはなぜ
だろうか。

・同じ緯度なのに、なぜ日本海側の気候と太平
洋側の気候は違うのか。

・中央高地の気候と瀬戸内の気候はなぜ降水量が少ないのだろうか。
④③の例のような疑問を学習課題として、様々な視点から話し合ったことを、根拠を示し
て説明する。

【 社 会 】
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歴史的分野における 実践例

２年 単元名、学習活動 江戸幕府の成立と対外政策

使用するＩＣＴ機器、機能等
・学習支援アプリ「MetaMoJi ClassRoom」

活用方法の概要 ☆可視化 ☆共有化 b2：データの傾向 b5：受け手の意識

・学習支援ソフト上に用意したワークシート上に、ピラミッドランキングを作成する。

具体的な内容・活用方法

・単元の学習を踏まえ、江戸幕府の政策を「江戸
幕府が２５０年以上日本を支配する上でどれが
重要か｣という視点でタブレット上にまとめる。

・各政策を個人でランキングする。

・他者のシートを見られる状態に設定した学習支
援アプリ上で、グループでお互いの意見を比較、
共有する。

・再度個人でランキングを行う。

３年 単元名、学習活動 第二次世界大戦と日本

使用するＩＣＴ機器、機能等
・学習支援アプリ「MetaMoJi ClassRoom」 ・大型モニタ

活用方法の概要 ☆共有化 a8：情報の分類 b7：伝達内容の構成

・学習支援アプリ上に用意した「戦争へのターニングポイント」のワークシートに、ステ
ップチャートを作成する。

具体的な内容・活用方法

・単元の学習を踏まえ、戦
争へのターニングポイン
トをタブレット上のワー
クシートにまとめる。（画
像を添付することも可と
する。）

・まとめたシートを大型モ
ニタ上に表示し、各自が
全体に向け発表を行う。

【 社 会 】
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公民的分野における 実践例

３年 単元名、学習活動 現代社会の特色と私たち

使用するＩＣＴ機器、機能等
・カメラ機能 ・学習支援アプリ「MetaMoJi ClassRoom」

活用方法の概要 ☆撮影 ☆共有化
a2：記録 a8：情報の分類 b7：伝達内容の構成

・現代社会の特色である「グローバル化」「情報化」「少子高齢化」が表れている事象を
校内を巡って見付け出してタブレットのカメラで撮影し、その事象がなぜそれぞれの特
色を表すといえるか考察し、根拠を示しながら説明し合う活動をトリオや全体で行う。

具体的な内容・活用方法

・校内を巡って、現代社会の特色を表すキー
ワード（グローバル化、情報化、少子高齢
化）に合致すると思われる場面を撮影する。

・撮影した画像を、学習支援アプリ内の学習
シートに貼り付ける。

・その場面がキーワードとどのように関わる
か、根拠を示しながらトリオで説明し合う。

・トリオの話合いを全体で共有し、現代社会
の特色がわかる社会的事象が、身近にある
ことを確認し合う。

３年 単元名、学習活動 現代社会の特色と私たち

使用するＩＣＴ機器、機能等
・タブレット（動画視聴） ・学習支援アプリ「MetaMoJi ClassRoom」

活用方法の概要 ☆共有化 b5：受け手の意識 b6：創造

現代社会の特色の一つに「グローバル化」がある。持続可能な社会の実現を目指し、「多
文化共生」がどのように大切なのかを考察し、思考ツールを活用しながら説明し合う活動
を、トリオや全体で行う。

具体的な内容・活用方法

・タブレットを使って、横手市多文化共生事業
で作成した動画「横手に住む外国人から小中
学生のみなさんへ（フィリピン編）」を視聴
する。

・動画視聴後に、分かったことや疑問に思った
こと、みんなで調べたいことを考え発表し合
う。（個→トリオ）

・外国から来た人や高齢者、障がいのある人な
ど、様々な価値観や立場の人たちが、お互い
に住みやすいまちを形成するにはどのような
考え方や態度が必要か考え、クラゲチャート
にまとめる。

・作成したクラゲチャートを活用して自分の考
えを発表し合う。（個→トリオ→全体）

・ダイバーシティの尊重の広まりの中で、自分は
どのように生活していきたいかを考え、短文にまとめる。

【 社 会 】
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数と式における 実践例

１年 単元名、学習活動 正負の数 式の値を求める

使用するＩＣＴ機器、機能等
・表計算アプリ「Numbers」

活用方法の概要 ☆可視化 ☆情報分析 b2：データの傾向

・表計算アプリ「Numbers」を利用して式の値を求める式を入力して、自分が計算で求め
た式の値が正しいのかを瞬時に判断し、間違い等を直し、正確な計算をできるようにす
る。

具体的な内容・活用方法

・グループ毎に式を決めて、分担して表計算アプリに－ｘや５－３ｘなどの式を入力する。

式① －ｘ 式① ５－３ｘ
x= －３ x= ２
式の値 ３ 式の値 －１

・式が入力できたら、ノートに式の値を求める計算をする。計算した結果を表計算アプリ
の xに入力し、正しく計算できているかを確認する。

・ｘの値を代入することで瞬時に正確に式の値を求めることができる。間違いがあればど
この部分が間違っているのか検証し、自分の考えの誤りを明確にすることができる。
正確な計算力を身に付けることができる。

３年 単元名、学習活動 平方根 平方根の近似値を求める

使用するＩＣＴ機器、機能等
・表計算アプリ「Numbers」

活用方法の概要 ☆可視化 ☆情報分析 b2：データの傾向

・表計算アプリ「Numbers」を利用して２の平方根の近似値を小数第５位まで求める。

具体的な内容・活用方法

・２の平方根を、実際に数を２乗して近似値を求めていく。２乗の計算を表計算アプリを
利用して手早く正確に求める。

x 1.4 1.41
x2 1.96 1.9881

・２の平方根の近似値を小数第５位まで求め、小数の数列が続くことを予想する。

・小数ではどこまでも続く数であると予想できるが、面積が２である正方形がかけること
から実在する数であると認識できる。

【 数 学 】

16



関数における 実践例

１年 単元名、学習活動 比例と反比例

使用するＩＣＴ機器、機能等
・大型モニタ

活用方法の概要 ☆可視化 b7：グラフの読み取り

・具体的事象をグラフで表すことのよさに気付き、距離や時間に関する数量を読み取り、
タブレット端末と大型モニタを活用して視覚的に問題を解決する。

具体的な内容・活用方法

・表や式で求めるよさをおさえながら、今回はグラフで解決する
ことを確認する。

・２人の進んだ距離や時間の違いは、グラフのどこに表れるのか
予想する。

・全体で、グラフの読み取りのしかた
を確認する。

・生徒の考えがわかりやすく伝わるよ
うに、大型モニタを利用する。

・グラフに表すことによって、いろい
ろなことを読みとることができるこ
とを確認する。

３年 単元名、学習活動 関数の世界をひろげよう

使用するＩＣＴ機器、機能等
・大型モニタ ・関数・図形描画アプリ「GeoGebra」

活用方法の概要 ☆可視化 ☆操作化 b7：グラフの読み取り

・関数 y=ax2 のグラフの特徴を予想し、「GeoGebra」を利用して正確なグラフの形を視覚的に
捉え、a の値と関連付けて説明する。

具体的な内容・活用方法

・タブレットに予想したグラフをかき、大型モニタで比較する。

・「GeoGebra」を利用して正確なグラフの形を視覚的に捉える。

・タブレット端末をモニタリングして、
生徒の進捗状況を把握し支援する。

・グラフをかく活動を通して視覚的
に捉えた特徴を、式や言葉を使っ
て言語化してまとめる。

【 数 学 】
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図形における 実践例

２年 単元名、学習活動 平行線と角 三角形の内角、外角の性質

使用するＩＣＴ機器、機能等
・関数・図形描画アプリ「Geo Gebra」

活用方法の概要 ☆情報分析 ☆操作化 b6：創造

・頂点を移動することで変化する角度について、共通して考えられる事象は何か話し合う。
法則に気付いた後、なぜそれがいえるのかを、既習の考え方を用いて説明する。

具体的な内容・活用方法

・関数・図形描画アプリで図形の様々な頂点を移動
して、それぞれの内角がどのように変化するかを
記録する。

・変化した値を基に、χの値を調べる。

・外角の性質や凹型四角形の性質を使い、印を付け
た部分の角度の和は１８０°になることを確認す
る。

３年 単元名、学習活動 円 円周角の定理導入

使用するＩＣＴ機器、機能等
・関数・図形描画アプリ「GeoGebra」 ・学習支援アプリ「MetaMoJiClassRoom」

活用方法の概要 ☆情報分析 b6：創造

・関数・図形描画アプリ「GeoGebra」を使い、円周上の点を動かし、円周角が一定である
こと、中心角の半分であることを確かめる。

具体的な内容・活用方法

・関数・図形描画アプリ「GeoGebra」を使い、それぞれ右図のような図形を作成する。

・円周上の点を動かし、円周角が一定であること、中心角の半分
であることを確かめる。

・全体で円周角が一定で中心角の半分であることを確認する。

・定理の証明を考える。

・証明の記述、発表は学習支援アプリで行う。

Ｐ

A

C

O

Ｑ

Ｂ

50° 50°

【 数 学 】
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データの活用における 実践例

１年 単元名、学習活動 データの分析と活用

使用するＩＣＴ機器、機能等
・表計算アプリ「Numbers」 ・学習支援アプリ「MetaMoJi ClassRoom」

活用方法の概要 ☆情報分析 ☆可視化 b2：データの傾向

・表計算アプリを使って、適切な表やグラフをつくることができる。

具体的な内容・活用方法

・自分達が調査したデータをセルに打ち込み、初期値と幅を変えることで、同じデータか
ら２つの度数分布表とヒストグラムを自動的に作成するシートを配布する。

・それぞれのヒストグラムからいえることを比較し、階級の幅を変えることでどんなこと
がいえるか検討する。

・階級の幅を変えることで、
ヒストグラムから読み取れ
る最頻値が変化することか
ら、複数の代表値の必要性
を考えさせる。

２年 単元名、学習活動 データの比較(箱ひげ図)

使用するＩＣＴ機器、機能等
・表計算アプリ「Numbers」 ・検索ブラウザ「safari」
・学習支援アプリ「MetaMoJi ClassRoom」

活用方法の概要 ☆可視化 ☆情報分析 b7：伝達内容の構成

・調べたことを表やグラフに表したり、写真や図を用いたりして、スライド等に分かりや
すくまとめて発表することができる。

具体的な内容・活用方法

・「横手市の夏は、年々暑くなっているのか」という
疑問から、気象庁のホームページのデータベースを
利用し、各年の８月の最高気温の情報を入手する。

・入手データを、表計算アプリにペーストし、並べ替
えることで、最大値や最小値、四分位数を求めやす
くすることに利用する。平均値も関数を用いて計算
する。

・最大５つまで箱ひげ図を作成し比較するシートを配
付し、どの年を比較するのか決め、箱ひげ図を作成
する。グラフから分かったことをまとめて発表する。

グラフ１ 階級 度数 グラフ２ 階級 度数
初期値 0 0～3 0 初期値 0 0～5 0
幅 3 3～6 0 幅 5 5～8 0

6～9 0 8～11 1
9～12 3 11～14 8
12～15 12 14～17 23
15～18 17 17～20 19
18～21 25 20～23 18
21～24 22 23～26 23
24～27 16 26～29 8
27～30 5 29～32 0
30～33 0 32～35 0
33～36 0 35～38 0
36～39 0 38～41 0
39～42 0 41～44 0
42～45 0 44～47 0
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【 数 学 】
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「エネルギー」を柱とする領域における 実践例

３年 単元名、学習活動 仕事と力学的エネルギー

使用するＩＣＴ機器、機能等
・表計算アプリ「Numbers」

活用方法の概要 ☆可視化 ☆状況把握 b2：データの傾向

・小球の質量や落下させる高さ、衝突する直前の速さと衝突した木片の移動距離を測定し
て、表計算アプリを用いて実験結果をグラフ化することで、仕事と力学的エネルギーの
関係を明らかにする。

具体的な内容・活用方法

・グループごとに力学的エネルギーの
要素として変える条件を決め、木片
に衝突させたときの木片の移動距離
を測定する。

・測定結果を基に、表計算アプリにデ
ータを入力してグラフを作成する。

※グラフは散布図を選択する。
横軸・縦軸の範囲や補助線を指定し、
トレンドラインで近似線を表示する。

・学習支援アプリに実験方法や実験結果とともに、表計
算アプリで作成したグラフを挿入して、各グループの
結果を共有する。

（左）学習支援アプリまとめた

実験結果

（下）Numbersで作成したグラフ

【 理 科 】
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「粒子」を柱とする領域における 実践例

２年 単元名、学習活動 物質のなり立ち

使用するＩＣＴ機器、機能等
・学習支援アプリ「MetaMoJi ClassRoom」

活用方法の概要 ☆可視化 ☆操作化

・化学反応式の初期段階として、粒子モデルを使って移動させたり組み合わせたりしなが
ら、化学変化の前後で原子の種類と数をそろえる。

具体的な内容・活用方法

・元素記号や、分子を作る物の学習をしたあと、
実験した反応式がどのような粒子モデルを使
って表すことができるかを、操作する。

・元素記号の数を比べることで、反応式が成り
立つかを検討する。

・その後のシートに、元素記号を使った化学反
応式を記入し、粒子モデルとの比較ができる
ようにする。

１年 単元名、学習活動 水溶液の性質

使用するＩＣＴ機器、機能等
・カメラ機能

活用方法の概要 ☆撮影・録音 ☆共有化

・水にとけた物質を取り出す実験の結果を、学習支援アプリを使って写真や言葉でまとめ
ていく。

具体的な内容・活用方法

・塩化ナトリウムと硝酸カリウムの水へのとけ
方について、あたためたり冷やしたりした時
の結果を言葉や写真・動画などで、記録する。

・自然蒸発させたプレパラートを顕微鏡で観察
し、カメラ機能で結果を記録する。

・グループごとにどんな結果になったかを、大
型モニタで確認する。

【 理 科 】
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「生命」を柱とする領域における 実践例

１年 単元名、学習活動 いろいろな生物とその共通点 南中の周りの自然

使用するＩＣＴ機器、機能等
・カメラ機能 ・Googleレンズ（見つけた植物について検索する）

活用方法の概要 ☆情報収集・検索 b1：ウェブ検索

・南中の周りを探索して見付けた植物や生物を撮影し、タブレットの南中マップに写真を
貼っていき「南中の周りの自然」としてまとめる。植物や生物の種類について調べる際
「googleレンズ」を活用して、検索する。

具体的な内容・活用方法

・南中の周りを探索して、見付けた植物や生物をカ
メラで撮影する。

・撮影した写真は、学習支援アプリに準備してある
「南中マップ」の見つけた場所に添付する。

・見つけた植物や、生物の名前がわからない
時は、「Google レンズ」で検索し、調べて (上)南中マップに写真

わかったことを注釈として入力する。 を添付した様子

・「南中の周りの自然」としてまとめる。 (左)googleﾚﾝｽﾞで検索

した様子

１年 単元名、学習活動 いろいろな生物とその共通点 生物の特徴と分類

使用するＩＣＴ機器、機能等
・学習支援アプリ「MetaMoJi ClassRoom」（付箋機能）

活用方法の概要 ☆操作化 ☆構造化

・知っている動物の名前を出し合い、出てきた動物名を学習支援アプリの付箋に記入して
いく。動物の特徴の共通点を考え、動物の付箋をグループ分けして共通点をもつ動物を
まとめる。

具体的な内容・活用方法

・知っている動物の名前を出し合
い、出てきた動物名を学習支援
アプリの付箋に記入して授業ノ
ートに添付する。

・付箋を書き終わったら、動物の
特徴の共通点・相違点を見付け
付箋を移動しグループに分ける。

・互いにグループ分けを比較して、
適切な分類について考える。

【 理 科 】
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「地球」を柱とする領域における 実践例

１年 単元名、学習活動 火をふく大地 火山の姿からわかること

使用するＩＣＴ機器、機能等
・地図アプリ「Google Earth」

活用方法の概要 ☆可視化 ☆補助資料

・マグマの粘り気の違いによる火山の形の特徴について、代表的な火山を google Earthで検索
し、その場所を確認したり、火山を立体的に観察して高さや裾野の広さ、火山付近の岩
石の色などを確認することで、火山の特徴を見いだす。

具体的な内容・活用方法

・盾状火山、成層火山、鐘状火山
のそれぞれの代表的な火山につ
いて google Earth で検索する。

・立体的に表示することで、火山
を様々な方向から見ることがで
きるので、火山の形の特徴をと
らえやすくなる。

・調べた火山を学習支援アプリに (上）MetaMoJiClassRoomに一覧にまとめた

一覧表としてまとめることで、
各火山の特徴を比較する。 (左）google Earthの立体表示で見た火山

３年 単元名、学習活動 地球と宇宙

使用するＩＣＴ機器、機能等
・カメラ機能

活用方法の概要 ☆可視化 ☆撮影・録音 a2：記録と編集

・地球と金星と太陽の位置関係によって、地球から見える金星の大きさと形が違うことを、
金星の模型をタブレットで撮影することで確認する。

具体的な内容・活用方法

・半分を黄色、反対側を黒に塗った金星のモ
デルを太陽役の人が持ち、手を伸ばした状
態で金星の黄色の面が常に太陽役の人の方
に向くようにする。

・地球役の人がタブレットのカメラで金星を
撮影する。

・金星の位置は右図の①から⑧まで変化させ
それぞれの写真を学習支援アプリのグルー
プ学習シートに貼っていく。

【 理 科 】
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表現における 実践例

１年 単元名、学習活動 日本音楽の響きを味わおう

使用するＩＣＴ機器、機能等
・カメラ機能 ・学習支援アプリ「MetaMoJi ClassRoom」

活用方法の概要 ☆動画録画・再生 ☆共有化 ☆可視化 b8：評価と改善

・日本音楽の歴史や大切にしてきたことを学び、その中から箏に触れる時間を設定してい
る。楽曲に合う奏法や工夫をして練習し、その成果を仲間と協力して動画撮影をし、記
録に残す。

具体的な内容・活用方法

・ペアで 1 面の箏を使用し、互いにアドバイスし合ったり、工夫
の仕方を考えたりしながら練習する。その成果をペアで動画を
撮影し、シートに貼り付ける。

※慣れない楽器を夢中で演奏をし
ていると、音の重なりを味わう
ことが難しい生徒もいるが、録
画をすることにより客観的に自
分の演奏を自己評価し、改善に
活かすことができる。

２年 単元名、学習活動 情景や曲想を感じ取って表現しよう

使用するＩＣＴ機器、機能等
・タブレット ・デジタル教科書 ・学習支援アプリ「MetaMoJi ClassRoom」

活用方法の概要 ☆共有化 ☆可視化 ☆録音 b5：受け手の意識

・「夏の思い出」の尾瀬の写真や動画などを基に、楽曲の情景や作詞者の思いを感じ取り、
歌唱表現に繋げる。強弱や旋律の動きに着目し、歌詞と関連させながら表現の仕方につ
いて考えたことを付箋に書き、グループで共有の楽譜に貼り付けながら話し合う。

具体的な内容・活用方法

・学習支援アプリの学習シー
トをグルーピングして、一
人では気付くことができな
かったことを見いだす活動
を設定する。

・前時に録音した自分たちの
歌声の音源を聴くことで課
題を見付け、本時の学習課
題を考えるきっかけとなるよ
うにする。

【 音 楽 】
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３年 単元名、学習活動 情景を思い浮かべながら、言葉を大切にして歌おう

使用するＩＣＴ機器、機能等
・学習支援アプリ「MetaMoJi ClassRoom」

活用方法の概要 ☆可視化 ☆構造化 c7：取捨選択

・滝廉太郎の「春」に合う画像を検索して、見付けて貼り付けたり、学習シートに歌詞か
ら想像した絵を描いたりして、イメージをもつ。

具体的な内容・活用方法

・歌詞を読んで情景をイメージする。

・学習支援アプリに自分がイメージした情景
に近い画像を添付したりイラストを書いた
りして、イメージを広げる。

・添付した画像や書いたイラストを基に、歌
詞の内容やイメージしたことを根拠に紹介
し合う。

・楽譜に記載された音楽用語と合わせて表現
を工夫して歌う学習活動を行う。

【 音 楽 】
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鑑賞における 実践例

１年 単元名、学習活動 曲想の変化を味わおう

使用するＩＣＴ機器、機能等
・デジタル教科書 ・学習支援アプリ「MetaMoJi ClassRoom」

活用方法の概要 ☆音楽再生 ☆可視化 a7：読み取り

・ヴィヴァルディ作曲の「春」を場面毎に分割した音源を用意し、ソネットと音楽の結び
付きや楽曲の要素に着目して聴く。

具体的な内容・活用方法

・場面毎に音源を準備
し、ソネットとの結
び付きに着目しなが
ら聴くよう指示す
る。

・ソネットの情景をど
のようにして表現し
ているかを、強弱、
旋律、音色の視点で
聴き、学習支援アプ
リのワークシートに
まとめる。

１年 単元名、学習活動 曲想と音楽の構造と関わりを理解して「魔王」の魅
力を味わう

使用するＩＣＴ機器、機能等
・デジタル教科書 ・学習支援アプリ「MetaMoJi ClassRoom」

活用方法の概要 ☆共有化 ☆音楽再生 b5：受け手の意識

・「魔王」の登場人物ごとの強弱、調性、歌い方の特徴を、グループで話合って見付ける。
グループで共有した学習シートに付箋を貼り付けることで思考を広げ、さらに比較する
ことで、楽曲の面白さを共有する。

具体的な内容・活用方法

・登場人物毎にフレーズ分けした音源を準備し、効
果的に表現されていた点はどの要素のどんな仕掛
けがあったからかという視点で聴くことができる
ようにする。

・聴きとったことを
書き入れることが
できるような共有
シートを準備し、
話合いに活用する。

【 音 楽 】
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２年 単元名、学習活動 管弦楽の響きや楽曲の構造を理解し、曲想を味わおう

使用するＩＣＴ機器、機能等
・学習支援アプリ「MetaMoJi ClassRoom」

活用方法の概要 ☆共有化 ☆音楽再生 b5：受け手の意識

・「交響曲第５番ハ短調」の音色や楽曲の構造に着目して聴き、紹介文を作成する。その
際、気に入った部分の音源を選択して聴いたり、説明にも活用したりすることができる
よう、ソナタ形式の４つの場面に分けた音源を用意して、曲想を味わう。

具体的な内容・活用方法

・「交響曲第５番ハ短調」
を部分で区切った音源を
添付したシートを用意す
る。

・部分ごとに鑑賞し、知覚
したことと感受したこと
を付箋に記入してワーク
シートに貼り付ける。

・グループで付箋を動かしたり、線で結んだりしながら知覚したことと感受したこととの
関わりについて考える。

２年 単元名、学習活動 オペラに親しみ、その音楽を味わおう

使用するＩＣＴ機器、機能等
・学習支援アプリ「MetaMoJi ClassRoom」

活用方法の概要 ☆音楽再生 ☆共有化 b5：受け手の意識

・楽曲の曲想と登場人物の心情を関わらせて考えるために、音源を添付したシートを使用
する。グループでの意見交換や繰り返し音楽を聴く活動の往還を通して、楽曲に対する
感じ方や考え方を深める。

具体的な内容・活用方法

・学習支援アプリの学習シートに劇中で使用される楽曲
の音源を添付する。

・楽曲を聴いて曲想と
登場人物の心情を関
わらせて聴き考えを
記入する。

※学習支援シートに音
源があることで、必
要に応じて楽曲を繰
り返し聴くことがで
きる。

【 音 楽 】
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３年 単元名、学習活動 作曲者の思いを感じ取りながら味わおう

使用するＩＣＴ機器、機能等
・学習支援アプリ「MetaMoJi ClassRoom」

活用方法の概要 ☆ 映像・音楽再生 a7：読み取り

・スメタナ作曲の「ブルタバ」を場面毎に分割した音源を用意し、標題と音楽の結び付き
や楽曲の背景を感じ取って味わう。

具体的な内容・活用方法

・学習支援アプリのワークシートに、記載した「ブルタバ」の各
標題に音源を添付する。

・個人やグループで聴きたい標題の音源を任意に再生し標題と音
楽の結び付きを感じ取りながら聴く。

・ヘッドホンを活用して、個人的にじ
っくりと聴きたい部分や繰り返して
聴きたい生徒に対応する。

３年 単元名、学習活動 曲のよさをプレゼンテーションしよう

使用するＩＣＴ機器、機能等
・学習支援アプリ「MetaMoJi ClassRoom」 ・検索ブラウザ「Safari」 ・大型モニタ

活用方法の概要 ☆共有化 ☆音楽再生 ☆情報収集 b7：伝達内容の構成

・ムソルグスキーの「展覧会の絵」の中から１曲選んで、楽曲の特徴やよさを自分なりに
捉える。それを聞き手に伝える手段として、タブレットで資料を作成し、プレゼンテー
ションにつなげる。

具体的な内容・活用方法

・自分の好きな曲を
何度でも再生して
確認することがで
きるよう、音源を
準備する。
（オーケストラver.

ピアノver.）

・検索ブラウザで調べたこと、聞いて分か
ったこと、感じたことをシートにまとめ、
大型モニタに映してプレゼンテーション
する。

【 音 楽 】
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表現における 実践例

１年 単元名、学習活動 切り子のコースター

使用するＩＣＴ機器、機能等
・学習支援アプリ「MetaMoJi ClassRoom」

活用方法の概要 ☆可視化 b3：表現の工夫 b6：創造

・形を工夫して連続させるパターンのアイデアを、タブレットを使い発想し、コースター
のデザインを作る。

具体的な内容・活用方法

・図形作成機能を使い、形を組み合わせる
などし、ユニットを作る。

・構想の段階で何度もやり直したり、様々
な形の組み合わせを試行する。

・規則的なデザインにするため、整列、グ
ループ化などの機能を使う。

・タブレットの画面にデザインシート（半
透明）を置いて作成したデザインをトレ
ースする際、バックライトがあるため、
容易に作業することができる。

２年 単元名、学習活動 命を吹き込もう！～私の相棒～
～アニメーション表現への挑戦！～

使用するＩＣＴ機器、機能等
・プレゼンテーションアプリ「Keynote」

活用方法の概要 ☆撮影☆可視化 a2：編集 b6：創造

・静止している物体を、少しづつ角度や位置を変えて何枚も撮影し、それらを連続して再
生し、コマ撮りアニメーションを制作する。

具体的な内容・活用方法

・自分の相棒(文房具や部活動の道具など)を少しづ
つ角度や位置を変えて何枚も撮影したものを、連
続して再生し、生きているような動きになるよう
なアニメーションを作る。

・繰り返し再生し、動きやストーリーの流れを確認
し、試行する。

・再生速度を必要に応じて調整することが可能であ
る。

【 美 術 】
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３年 単元名、学習活動 季節彩る文様～カレンダー作り～

使用するＩＣＴ機器、機能等
・プレゼンテーションアプリ「Keynote」 ・学習支援アプリ「MetaMoJi ClassRoom」

活用方法の概要 ☆可視化 b3：表現の工夫 b5：受け手の意識

・季節のイメージを広げ、形を工夫して、「横手の四季」をテーマとしたカレンダーを作
る。連続するユニットのアイデアをプレゼンテーションソフトで制作し、配列を工夫し、
文様を作る。

具体的な内容・活用方法

・図形ツールを使い、基本図形の組合せで
ユニットを作る。

・構想の段階で何度もやり直したり、様々
な形の組合せを試行する。

・規則性をもたせるため、コピー＆ペース
ト、グループ化などの機能を使う。

・グラデーションなどの着彩機能を活用し、
色彩のバリエーションをもった表現にす
る。

３年 単元名、学習活動 今の自分、これからの自分～自画像～

使用するＩＣＴ機器、機能等
・学習支援アプリ「MetaMoJi Class Room」

活用方法の概要 ☆撮影 a2：記録と編集

・『自分らしさ』を表現する自画像を制作するために、タブレットで写真を撮り、画像を
参考にしてデッサンをする。

具体的な内容・活用方法

・自分の内面を見つめ、『自分らしさ』
を表現するために、鏡を見て描く
ことでは描きづらいポーズや表情、
角度などを写真に撮って描く。

・撮影した写真をトリミングなどの
加工をして、様々な構図を試行す
る。

【 美 術 】
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全学年 単元名、学習活動 学習カード・振り返りシートの活用

使用するＩＣＴ機器、機能等
・学習支援アプリ「MetaMoJi Class Room」

活用方法の概要 ☆撮影 a1：ＰＣの操作 a2：記録と編集

・制作の振り返りと、作品の制作過程を記録する。

具体的な内容・活用方法

・本時の振り返りをす
るとともに、次時の
見通しをもたせる。

・作品の制作過程を確
認できるように、毎
時間作品を記録し蓄
積する。

・作品をデジタル化
し、ポートフォリオ
化する。

【 美 術 】
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鑑賞における 実践例

１年 単元名、学習活動 美術館散歩

使用するＩＣＴ機器、機能等
・検索ブラウザ「Safari」

活用方法の概要 ☆情報収集 a9：物事の分解 b1：ウェブ検索

・数ある日本の美術館の中から興味のある美術館のＨＰを訪問して、建物や収蔵品などそ
の特徴を知る。

具体的な内容・活用方法

・ブラウザ(Safari)を使い
調査したい国内の美術
館を見付ける。

・ＨＰに掲載されている
美術館の説明や館の外
観、収蔵されている代
表作品などをワークシ
ートに貼り付け、美術
館の特徴をまとめる。

↑網掛けのところには作品の画像が添付されています

２年 単元名、学習活動 マグリット「ピレネーの城」の鑑賞

使用するＩＣＴ機器、機能等
・学習支援アプリ「MetaMoJi ClassRoom」

活用方法の概要 ☆共有化 b5：創造

・タブレットを使い、作品の全体から受ける印象を感じ取ったり、細かいところや気にな
った部分の画像を拡大したりするなどして鑑賞する。

具体的な内容・活用方法

・作品を鑑賞する際、細かいところや気になった部分は画像を
拡大するなどして鑑賞する。

・グループで「何が起こっているのか」を話し合い、考えを発
表する。発表する際にはモニタに作品を拡大表示し、レーザ
ーポインターで示しながら発表する。

【 美 術 】

32



陸上競技における 実践例

１年 単元名、学習活動 陸上競技（ハードル走）

使用するＩＣＴ機器、機能等
・学習支援アプリ「MetaMoJi ClassRoom」 ・付箋機能

活用方法の概要 ☆可視化 a6：学習計画

・学習支援アプリ上で、練習方法が記入された付箋を選択し、組み立てることで、自己の
練習計画を可視化する。グループ内で確認しアドバイスし合うことで、選択した練習方
法が自己の課題克服に向け適したものかどうか、検討・改善・修正を図る。

具体的な内容・活用方法

・課題別に色分けされた練習方
法を、自己の課題に応じて選
択するようにする。

・練習の順番や時間等も自己の
状況に応じて決定するように
する。

・前半の練習終了後、仲間から
の助言を生かして、後半の練
習方法を再検討するようにす
る。

１年 単元名、学習活動 陸上競技（ハードル走）

使用するＩＣＴ機器、機能等
・カメラ ・学習支援アプリ「MetaMoJi ClassRoom」

活用方法の概要 ☆可視化 ☆状況把握 ☆撮影 b6：受け手の意識

・カメラで動画撮影し、学習支援アプリ上にアップロードすることで自己の動きを可視化
し、記録する。また、課題毎に単元の初めと終わりの動画を、学習支援アプリ上に並べ
比較する。このことにより自己の変容を確認し、単元の成果や課題としてまとめる。

具体的な内容・活用方法

・単元の１時間目に４０ｍ走のタイム、４
０ｍハードル走のタイムを計測する。そ
の際にハードル走の動画も撮影できるよ
うにする。

・ハードル走における知識を習得した後、
撮影した動画から自分の課題を探り、課
題解決に向けての練習を行うようにする。

・単元のまとめとして、４０ｍハードル走
の記録測定を行いながら動画を撮影でき
るようにする。

・メタモジ上にアップロードし、単元を通
しての成果や課題、自己の変容について
振り返るようにする。

【 保健体育 】
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３年 単元名、学習活動 陸上競技（短距離走）

使用するＩＣＴ機器、機能等
・カメラ ・学習支援アプリ「MetaMoJi ClassRoom] ・検索ブラウザ「safari」

活用方法の概要 ☆情報収集・検索 ☆撮影 a9：物事の分解

・動画を撮影し、自分のフォームを分析する。自分に課題に合わせた練習方法を収集・選
択する。

具体的な内容・活用方法

・自分のフォームと手本となる動画を比較するこ
とで、自分のフォームの課題を発見し、練習方
法を調べて計画を立てるようにする。

・調べた練習方法に取り組み、成果と課題をまと
める。単元を終えての振り返りでは、自分の変
化や成長がどのような点に現れたのかをまとめ
るようにする。

【 保健体育 】
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器械運動における 実践例

２年 単元名、学習活動 器械運動（マット運動）

使用するＩＣＴ機器、機能等
・カメラ機能

活用方法の概要 ☆撮影 ☆情報分析 a7：読み取り

・自分の動きの課題を明らかにするために動画を撮影する。実際の映像と動きの感覚を認
識しながら動きの修正・改善に努め、技能向上に役立てる。

具体的な内容・活用方法

・改善したい動きの部分を焦点化するこ
とで、動きの意識化や自己の変容確認
につなげるようにする。

・仲間と学び合う場面では、動画を見な
がら、改善や修正のポイントを基にし
た具体的なアドバイスができるように
する。

３年 単元名、学習活動 器械運動（マット運動・跳び箱運動）

使用するＩＣＴ機器、機能等
・カメラ機能

活用方法の概要 ☆撮影 ☆情報分析 a7：読み取り

・自分の動きを動画で撮影することで課題を明らかにする。実際の映像と動きの感覚との
ズレを認識しながら動きの改善に努め、技能向上に役立てるようにする。また、定点で
撮影することで動きの比較を容易にできるようにする。

具体的な内容・活用方法

・着目したい部位や器具にマーク
を付けることで、より詳細な分
析ができるようにする。

・改善したい動きの部分を焦点化
することで、動きの意識化や自
己の変容確認につなげるように
する。

・仲間と学び合う場面では、マー
クを基にした具体的なアドバイ
スができるようにする。

【 保健体育 】
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３年 単元名、学習活動 器械運動（マット運動・跳び箱運動）

使用するＩＣＴ機器、機能等
・学習支援アプリ「MetaMoJi ClassRoom」

活用方法の概要 ☆補助資料 a9：物事の分解

・見本となる動きや技のポイントなど、自己が学習を進めていく上で必要な補助資料（情
報）を、一人一人がいつでも手軽に確認できるようにする。自分が必要とする情報を集
めたり、模範となる動きと比較したりしながら学習の効率化につなげるようにする。

具体的な内容・活用方法

・授業支援ソフトを
用いて、補助資料
として生徒一人一
人に配付する。

・主に自己の課題を
解決していく場面
で、いつでも自由
に資料を活用でき
るようにする。

球技（ベースボール型）における 実践例

３年 単元名、学習活動 球技（ベースボール型）

使用するＩＣＴ機器、機能等
・カメラ機能 ・学習支援アプリ「MetaMoJi ClassRoom」

活用方法の概要 ☆撮影 ☆情報分析 ☆情報収集・検索 a6：学習計画

・打撃、守備（個人：捕球、送球、チーム：連携）、走塁の様子を動画で撮影してチェッ
クをすることで、個人技能の課題を見付ける。チームの守備の動きを確認して、どのよ
うな連携をしているのか確認するようにする。

具体的な内容・活用方法

・打つ、守備（捕る、投げる）、走るにつ
いて、自分の動画と友達の動きを比較
したり、ネットでポイントを調べたり
することで、課題を発見し、練習方法
や改善方法を考え取り組むことができ
るようにする。

・個人の課題を基にチームの課題を考え、
課題解決を目指した。その際に、互いの
動きを見せ合ったり、チームの動画を撮
って話し合ったりする 。

【 保健体育 】
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「Ａ 材料と加工の技術」における 実践例

１年 題材名、学習活動 材料と加工の技術の工夫を考えよう

使用するＩＣＴ機器、機能等
・検索ブラウザ「Safari」 ・学習支援アプリ「MetaMoJi ClassRoom」

活用方法の概要 ☆情報収集・検索 b1：ウェブ検索

・身のまわりにある材料を調べるために、飲み物の容器に着目し、「ペットボトル」「紙
パック」「びん」「缶」それぞれの特長を web 検索し、まとめる。それぞれの特長を比
較する話し合いを通して、その材料が使われている理由を理解する。

具体的な内容・活用方法

・身の回りの製品に使われている材料の種類や
その材料が使われている理由を考える学習を
通して、身の回りの製品に使われている材料
を知る。

・身近な製品として飲み物を入れる容器を提示
し、ペットボトル・紙パック・びん・缶の４
つの材料について、Ｗｅｂ検索によりその特
徴を明らかにする。

・その材料の協議会や協会などのサイトを利用
させることで正確な情報を検索できるように
する。

１年 題材名、学習活動 身の回りの材料と加工の技術

使用するＩＣＴ機器、機能等
・学習支援アプリ「MetaMoJi ClassRoom」

活用方法の概要 ☆共有化 ☆状況把握 b4：メモ a8：情報の分類

・学校の中庭にベンチを設置する事を仮定し、さまざまな視点から考えたベンチのアイデ
ィアをグループ内で検討する。話し合いを通して、安全や環境、機能、経済など多様な
視点から自分たちが考える最適なベンチをまとめる。

具体的な内容・活用方法

・「学校の中庭の最適なベンチ」を題材に、技術の見方
・考え方を働かせて、安全や環境、経済、機能など多
様な視点から考える。

・個人で考えたベンチのアイディアをグループやクラス
全体で共有した後、自分なりの最適なベンチについて
考えまとめる。

【 技術・家庭 】
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「Ｂ 生物育成の技術」における 実践例

３年 題材名、学習活動 生物育成の技術の最適化

使用するＩＣＴ機器、機能等
・検索ブラウザ「Safari」 ・学習支援アプリ「MetaMoJi ClassRoom」

活用方法の概要 ☆情報収集・検索 ☆共有化 b1：ウェブ検索 a8：情報の分類

・有機物肥料と化学肥料（無機物肥料）について、インターネットで検索しながら、プラ
ス面、マイナス面をまとめる。

・グループ、全体で意見を交流して、自分なりの考えをまとめる。

具体的な内容・活用方法

・有機物肥料や化学肥料（無機物肥料）のプラス面やマイナス面について、インターネッ
ト検索や実際の肥料袋の観察などから、一覧にまとめる。

・まとめたことを基に安全性や経済
性、環境への配慮など、複数の視
点からこれらの技術を評価し、自
分なりの考えをもつ。

・グループ内および全体で考えを交
流し、これからの生物育成の技術
のあり方について自分なりの考え
をもつ。

「Ｃ エネルギー変換の技術」における 実践例

２年 題材名、学習活動 電気回路について考えよう

使用するＩＣＴ機器、機能等
・学習支援アプリ「MetaMoJi ClassRoom」

活用方法の概要 ☆可視化 ☆操作化 a5：問題解決の手順

・家庭生活で利用している電気製品や屋内配線等のしくみを考えさせ、実験、実習を通し
て実際の回路を作成する。その動作結果を基に、電気回路図にして表記する。

具体的な内容・活用方法

・電気回路の仕組みを理解するために、
家庭生活で利用している電気製品や屋
内配線などを例にして回路を考える。

・学習支援アプリ上で、電子部品のイラ
ストを移動したり、部品同士を線でつ
ないだりしながら予想する。

・予想を基に実際の電子部品を接続して
動作を確認し、電気回路図にまとめる。

【 技術・家庭 】
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２年 題材名、学習活動 発電の仕組みと特徴

使用するＩＣＴ機器、機能等
・学習支援アプリ「MetaMoJi ClassRoom」

活用方法の概要 ☆可視化 ☆共有化 b5：受け手の意識

・発電構成の割合について、自分の考えを学習支援アプリにまとめる。
・自分が考えた発電構成割合をグループ内で紹介しあい、視点のもち方によって、様々な
考え方があることを知る。話し合いを基に自分なりの発電構成を再考し、まとめる。

具体的な内容・活用方法

・火力発電や太陽光発電、風力発電など、さまざまな発電方法の仕組みや特徴、課題を理
解して、それぞれ発電方法にはプラス面、マイナス面があることを知る。

・それを基に、これからの社会
のために望ましい発電方法に
ついて、発電構成割合につい
て考える。

・グループで考えを出し合い、
視点によって様々な構成方法
が考えられることを知り、自
分の発電構成の仕方について
の考えを深める。

「Ｄ 情報の技術」における 実践例

２年 題材名、学習活動 計測・制御システムのプログラム制作

使用するＩＣＴ機器、機能等
・パソコン ・micro:bit ・カメラ機能

活用方法の概要 ☆構造化 ☆制御 a5：問題解決の手順

・学校生活の中から課題を設定して、様々なセンサやアクチュエータから課題解決に必要
なものを選択し、計測・制御システムのプログラムを制作する。

・動画撮影による動作確認からプログラムを見直し、修正する。

具体的な内容・活用方法

・学校生活の中から問題を見付けて、情報の技術で解決するこ
とができる課題を設定する。

・課題解決に必要なセンサやアクチュエータを選択する。
・インターネットでの検索や
補助資料を活用しながら計
測・制御システムのプログ
ラムを制作する。

・情報処理手順の見直しや動
作確認、デバッグ等をしな
がら、プログラムを修正し
て、計測・制御システムが
目的の動作をするよう制作
する。

【 技術・家庭 】
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「Ａ 家族・家庭生活」における 実践例

２年 題材名、学習活動 子どもの成長と家族 幼児との関わり方の工夫

使用するＩＣＴ機器、機能等
・学習支援アプリ「MetaMoJi ClassRoom」

活用方法の概要 ☆共有化 ☆可視化 b7：伝達内容の構成

・撮影してきた写真や動画を活用し、２～５歳児それぞれの特徴をグループシートにまと
める。発表グループに分かれて、心身の発達の特徴を紹介し合い、意見交換を行い、発達段階
による違いを理解する。

具体的な内容・活用方法

・訪問グループごとにまとめたシートを使って、
それぞれの年齢の特徴について意見交換をし、
幼児の発達について理解を深める。

※グループシートを活
用するため、普段発
表が苦手な生徒も主
体的に発表すること
ができる。

【 技術・家庭 】

40



「B 衣食住の生活」における 実践例

１年 単元名、学習活動 快適で豊かな衣生活 日本の衣文化

使用するＩＣＴ機器、機能等
・学習支援アプリ「MetaMoJi ClassRoom」 ・検索ブラウザ「Safari」

活用方法の概要 ☆情報収集・検索 b1：ウェブ検索

・伝統的な文様を調べることを通して日本の衣文化について考え、継承する大切さに気付
く。

具体的な内容・活用方法

・伝統文様の意味などを
調べ、願いが込められ
ていることを理解する。

※身近に使用されている
例を自発的に調べてい
る生徒もいた。

１年 単元名、学習活動 快適で豊かな衣生活
生活を豊かにするための布を用いた製作

使用するＩＣＴ機器、機能等
・教科書付属のデジタルコンテンツ

活用方法の概要 ☆個別支援 ☆補助資料

・製作に必要な基礎的な技能を動画で確認しながら製作を進める。

具体的な内容・活用方法

・自分の技能や進度に合わせながら、
必要に応じて活用する。

【 技術・家庭 】
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１年 題材名、学習活動 健康を考えた食生活

使用するＩＣＴ機器、機能等
・学習支援アプリ「MetaMoJi ClassRoom」 ・カメラ機能

活用方法の概要 ☆情報収集・検索 ☆可視化 b6：受け手の意識

・１日分の献立を作成したその理由を説明し、意見交換をする。よりよい献立にするため
の改善点を検討し合う。

具体的な内容・活用方法

・写真を活用すること
で、受け手に伝わり
やすくする。色どり
や組合せなど栄養バ
ランス以外の視点へ
の気付きも多くなる。

２年 題材名、学習活動 スマイル住まい～より安全で快適な住まい方を求めて～

使用するＩＣＴ機器、機能等
・学習支援アプリ「MetaMoJi ClassRoom」 ・検索ブラウザ「Safari」 ・カメラ機能

活用方法の概要 ☆撮影・録音 ☆情報収集・検索 ☆可視化
a6：学習計画 b5：創造

・家庭や地域における課題を設定し、見いだした課題に対する解決方法を考え、実践に生
かす。実践したことをレポートにまとめ、説明する。実践内容について振り返り、意見
交換をしながら改善点を検討する。

具体的な内容・活用方法

・自分の住まいや地域を
調査し、課題について
まとめる。住まいの写
真については、プライ
バシーの問題もあるた
め、必ず家の人の許可
を得る。

・長期休業中に計画を実
践する。実践内容や工
夫点についてまとめる。
改善策を考える際の意
見交換で活用する。

実践レポート

課題設定前の調査

【 技術・家庭 】
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「C消費生活と環境」における 実践例

３年 題材名、学習活動 自立した消費者となるために 購入方法と支払い方法

使用するＩＣＴ機器、機能等
・学習支援アプリ「MetaMoJi ClassRoom」 ・検索ブラウザ「Safari」

活用方法の概要 ☆情報収集・検索 ☆可視化
b1：ウェブ検索 b7：伝達内容の構成

・いろいろな支払い方法について、特徴や利点・問題点を調べてまとめ、説明する。

具体的な内容・活用方法

３年 題材名、学習活動 自立した消費者となるために
省エネルギーと持続可能な社会

使用するＩＣＴ機器、機能等
・学習支援アプリ「MetaMoJi Class Room」 ・プレゼンテーションアプリ「keynote」
・検索ブラウザ「Safari」

活用方法の概要 ☆情報収集・検索 ☆可視化
b1：ウェブ検索 b5：受け手の意識

・持続可能な消費生活を目指して、課題とその解決方法を考えたり、調べたりしてまとめ
る。意見交流しながら、消費生活を工夫する方法について考える。

具体的な内容・活用方法

・持続可能な消費生活について、それぞれの視点から課題を考える。すぐに始められる実
践にしぼって提案し、実行を促す。

支払い方法についてまとめたレポートの例

【 技術・家庭 】
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「話すこと」における 実践例

１年 単元名、学習活動 Stage Activity ~ Video message for ALT ~

使用するＩＣＴ機器、機能等
・録画機能 ・学習支援アプリ「MetaMoJiClassRooom」 ・大型モニタ

活用方法の概要 ☆撮影・録音 ☆映像・音楽再生 ☆状況把握
【聞くこと→話すこと（やり取り）】

・小学校で教わった ALT の先生方からのビデオメッセージに対して、中学校での生活の
様子や新しい友だちについて紹介する文を考えて、即興で伝える動画を撮影する。

具体的な内容・活用方法

・ALT からのビデオメッセージを見て、１回目の返信動画
を撮影する。

・自分たちの動画を見て改善点を考える。必要に応じてビデ
オメッセージを見返して質問内容を確認し、何について伝
えたらよいのか（What）、どんな表現を使うとよいのか
（How）を考えながら即興で練
習し、brush upする。ヒントとして、
タブレット内に蓄積した既習表
現を適宜活用する。

・振り返りシートに、１回目の動画と brush up後の動画を貼り付け、
その変容を確認できるようにすると同時に、工夫した点を記
述する。

１年 単元名、学習活動 Stage Activity 1 "All about me" Poster

使用するＩＣＴ機器、機能等
・大型モニタ ・オンライン会議アプリ「zoom」

活用方法の概要 ☆遠隔交信 【書くこと→話すこと（やり取り）】

・マレーシアの Ellisha さんに向けて、事実・考え・気持ちを加えてまとまりのある自己
紹介をする。Ellishaさんとオンラインでやり取りをする。

具体的な内容・活用方法

・既習表現を用いて、事実や自分の考え、気持ちなどを加え、まとまりのある内容で自分
自身や学校について簡単な紹介をする。

・発表は３人グループで行い、あら
かじめ準備した原稿を活用する。

・友だちとの意見交換や、オンライ
ンでやり取りをした際に Ellisha
さんからもらったアドバイスを基
に内容のつながりを意識して紹介
文を書き直す。

【 外国語 】
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２年 単元名、学習活動 Unit 1 A Trip to Singapore

使用するＩＣＴ機器、機能等
・学習支援アプリ「MetaMoJi ClassRoom」 ・大型モニタ

活用方法の概要 ☆情報収集 ☆可視化 【話すこと（発表）】

・単元終末のプレゼンテーション資料作成のため、タブレットを使用。３日間の旅行プラ
ンを伝えるために、学習支援アプリのワークシートに画像やキーワードを貼り付けて提
示する。

具体的な内容・活用方法

・１つの国を選び、３日間の旅行のプランの
概要が分かるような画像やキーワードをワ
ークシートに貼り付け、伝える内容や順番
を整理する。

・プレゼンテーションをする際には、聞き手
を意識してそれらの画像を見せながら行い
より内容が伝わるように工夫する。

３年 単元名、学習活動 Unit 3 Animals on the Red List

使用するＩＣＴ機器、機能等
・学習支援アプリ「MetaMoJiClassRoom」

活用方法の概要 ☆可視化 ☆補助資料 【書くこと→話すこと（発表）】

・ It is ... for（人など）＋ to＋動詞の原形の文を活用して、自分にとって大切なことや必要不
可欠なことなどの意識調査を英語で行い、その結果を紹介し合う。

具体的な内容・活用方法

・学級のみんなに聞いてみたい意識調査の質問文を作る。
・英語でやり取りをして調査し、学習支援アプリの学習シートを活用して集計する。
・調査結果を学習支援アプリの学習シートにまとめ、グ ラ
フを提示しながら英語で伝え合う。

S1: I have a question. What is interesting for you to do?
A, play sports. B, play games. C, enjoy hobby.

S2: It is interesting for me to play sports!
↓

Report : My question is " What is interesting for you to do?"
It is interesting for 50% students to play sports.
And it is interesting for 25% students to play games. ...

【 外国語 】
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３年 単元名、学習活動 Learning CIVICS in English

使用するＩＣＴ機器、機能等
・学習支援アプリ「MetaMoJiClassRoom」 ・プレゼンテーションアプリ「Keynote」

活用方法の概要 ☆情報収集・検索 ☆可視化 ☆補助資料
【書くこと→話すこと（発表）】

・自分たちの学校をよりよくするためにどんな事を学校に求めるか、３人グループで一つ
の公約を考え、ポスターを作って発表する。どのグループの案を支持するか、投票する。

具体的な内容・活用方法

・３人グループで一つの公約を考える。
・学習支援アプリのシートを使ってポスターを作成する。
グループによって「３人がそれぞれ作成し、代表者の
ものを発表用として使用する」または「３人で１枚の
シートを共有してポスターを作成する」を選択させる。

・ポスターをモニタに表示し、公約のプレゼンテーショ
ンを行う。

・今回は挙手による投票であったが、タブレットの機能
を活用しての投票も可能と思われる。

We will ask our school to build an elevator for Nanchu - zaka slope.
We have three reasons. First ... . Second ... . Third ... .

３年 単元名、学習活動 Unit 5 A Legacy for Peace

使用するＩＣＴ機器、機能等
・学習支援アプリ「MetaMoJi ClassRoom」 ・プレゼンテーションアプリ「Keynote」

活用方法の概要 ☆情報収集・検索 ☆可視化 ☆補助資料
【書くこと→話すこと（発表）】

・Unit 5 のまとめの活動として、"The Greatest Japanese Person"と題してプレゼンテーション
を行う。日本の偉人についてインターネットを用いて調べ、興味のある人物について関
係代名詞を用いて紹介する。

具体的な内容・活用方法

・日本の偉人について、関係代名詞を用いて英文を書く。
・その人物を紹介するためのスライドを学習支援アプリやプレゼンテーションアプリを活
用して３枚にまとめる。

・英文原稿を読まずにスライドを見せながら伝える練習を行い、お互いに紹介し合う。

① ② ③

【 外国語 】
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「書くこと」における 実践例

１年 単元名、学習活動 Stage Activity "All about Me" Poster

使用するＩＣＴ機器、機能等
・学習支援アプリ「MetaMoJi ClassRoom」

活用方法の概要 ☆操作化 ☆状況把握 a1：ＰＣの操作

・Unit １~５のまとめの活動として、自分の好きなことについてまとめたポスターを作成
する。学習支援アプリのモニタ機能を活用して、一人一人にアドバイスをしながら英語
で入力する活動を進める。

具体的な内容・活用方法

・教科書のポスター用紙を学習支援アプリに貼り付け、キー
ボード入力で書き込んでいく。

・英文を入力する時の注意事項を確認する。

・生徒の入力状況をモニタで確
認しながら、エラーチェックを
行う。即時対応により、生徒が
エラーに気付いて正しい英文に
直す行程がスムーズにできる。

↑チェックが入ったシート

完成したものはプリントアウトし、掲示→

２年 単元名、学習活動 Unit 2 Food Travels around the World

使用するＩＣＴ機器、機能等
・学習支援アプリ「MetaMoJi ClassRoom」

活用方法の概要 ☆補助資料 ☆情報収集 ☆可視化

・単元終末のプレゼン資料作成のため、タブレットを使用。お勧めのレストランについて、
その理由や特徴を伝えるために、学習支援アプリに画像を貼り付けて提示する。

具体的な内容・活用方法

・自分のお勧めのレストランについて、理由や特徴を伝える英文を書く。ポスターのよう
にレストランの画像を貼り付けて伝
えることにより、聞き手の興味を惹
きつけることが可能となる。

・英文を書く際には、情報を検索する
ことにより、自分が伝えようとして
いるレストランのよさに加えて、客
観的なデータに基づいて伝える内容
をふくらませることができる。

【 外国語 】
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３年 単元名、学習活動 Unit 2 Haiku in English

使用するＩＣＴ機器、機能等
・学習支援アプリ「MetaMoJi ClassRoom」 ・大型モニタ

活用方法の概要 ☆補助資料 ☆可視化

・Unit 2 のまとめの活動として、オリジナルの俳句を作成し、ポスターにして紹介する。
読み取った本文内容を基に、季語や韻などを工夫して作成する。韻については、多様な
工夫に挑戦させるために、"syllable counter" を活用する。

具体的な内容・活用方法

・本文を読み、英語による俳句の特徴を捉える。

・テーマを決め、季語や韻などを工夫しながら実際に作
ってみる。

・自分の作った俳句のイ
メージに合うポスター
を学習支援アプリまた
はプレゼンテーション
アプリで作成し、お互
いに見合う。

３年 単元名、学習活動 Let's Write 2 記事への意見―投稿文―

使用するＩＣＴ機器、機能等
・学習支援アプリ「MetaMoJi ClassRoom」 ・大型モニタ

活用方法の概要 ☆共有化 ☆構造化 ☆補助資料 【読むこと→書くこと】

・時事的な内容の記事を読み、テーマに対して「賛成」か「反対」か自分の立場を明らか
にして意見文を書く。自分の考えをより明確にさせるため、タブレットを活用して情報
や考えを整理し（グループ）、具体的な体験を加えてオリジナルの意見文に再構成する。

具体的な内容・活用方法

・テーマ"More schools should let students use rolling backpacks"の記事に対して、賛成か反対か
を決め、自分の意見文を書く。

・３人グループで情報や考えをタブレット上の表で整理し、それをもとに、個で自分の体
験などを加えたオリジナルの英文を学習シートに再構成する。その際、タブレットに蓄
積している Word Bankを活用する。

【 外国語 】
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３年 単元名、学習活動 Stage Activity 2 Discover Japan

使用するＩＣＴ機器、機能等
・学習支援アプリ「MetaMoJi ClassRoom」

活用方法の概要 ☆可視化 ☆補助資料 ☆共有化

・Unit 5のまとめの活動として、関係代名詞を用いて日本の文化について説明するパンフ
レットを作成する。１人１ページを担当し、学習支援アプリまたはプレゼンテーション
アプリを使って作成したものを一冊にまとめる。

具体的な内容・活用方法

・日本の文化について紹介したいものを決め、関係代名詞を用いた英文を使って紹介文を
作る。（１人１テーマ）

・読み手に分かりやすいものになるように、写真やレイアウトを工夫する。
・タブレット上でエラーチェックを行い、適宜修正を行う。（タブレットを活用すること
で、長期休業であってもエラーチェックと修正のやり取りをすることが可能である。）

１～３年 単元名、学習活動 Let's Write 全般

使用するＩＣＴ機器、機能等
・学習支援アプリ「MetaMoJi ClassRoom」 ・カメラ機能

活用方法の概要 ☆共有化 ☆補助資料 ☆個別支援

・Word Bank（教師の作った単語や表現のリスト）、授業で使用した板書（テーマに沿った
英語表現を全体で共有したもの）の画像、生徒の実際の英作文など、書く活動に必要と
思われる資料をタブレットに蓄積し、適宜活用する。

具体的な内容・活用方法

・書く活動に取り組む際には、既習の表現を活用す
ることを心がけさせ、安易に翻訳アプリに頼る状
況を避けたい。そのため、書く活動で使った学習
シートや板書の画像、実際の英作文など活用でき
そうなものを生徒が判断し蓄積、必要に応じて活
用させる。

【 外国語 】
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教科におけるＩＣＴ活用の
有効性と留意点
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各
教
科
に
お
け
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
の
有
効
性
と
留
意
点

教
科
名
[
国
語
]

◇
主
な
学
習
場
面
、
①
問
題
発
見
・
設
定
・
提
示

②
見
通
し
を
も
つ

③
自
分
の
考
え
を
も
つ

④
学
び
合
う

⑤
ま
と
め
る
・
振
り
返
る

⑥
教
師
側
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
イ
ト
と
し
て

単
元
と
学
年

活
用
の
目
的
・
方
法

使
い
方
の
具
体

○
：
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
の
有
効
性

※
：
留
意
点

学
習
場
面

授
業
全
般

☆
状
況
把
握

・
学
び
の
蓄
積
と
し
て
、
学
習
支
援
ア
プ
リ
に
学
習
記
録
○
個
々
の
生
徒
の
気
付
き
の
メ
モ
や
意
見
交
換
の
様
子
な
⑤
⑥

・
学
習
内
容
（
学
習
過
程
）

を
た
め
て
い
く
こ
と
で
、
自
己
の
学
び
を
振
り
返
る
こ

ど
、
学
習
の
経
過
が
残
る
た
め
、
後
か
ら
閲
覧
す
る
こ

の
蓄
積

と
に
有
効
で
あ
る
。

と
が
で
き
る
。

・
学
習
計
画
表
の
配
布
や
チ

○
生
徒
個
々
に
対
し
て
、
個
別
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
簡
単
に
②
③

ェ
ッ
ク
、
個
々
の
生
徒
へ
・
学
習
計
画
表
等
に
つ
い
て
、
教
師
か
ら
も
生
徒
全
員
分

行
う
こ
と
が
で
き
る
。

⑤
⑥

の
ア
ド
バ
イ
ス

の
閲
覧
が
容
易
に
で
き
る
の
で
、
生
徒
の
状
況
の
確
認

や
把
握
、
そ
の
修
正
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

授
業
全
般
の
学
習
記
☆
状
況
把
握

・
振
り
返
り
場
面
で
は
学
習
支
援
ア
プ
リ
を
活
用
し
、
学
※
修
正
や
変
更
が
あ
る
と
き
や
、
個
別
の
ア
イ
デ
ィ
ア
を
⑤
⑥

録
に
つ
い
て

・
紙
媒
体
の
記
録
と
学
習
支

習
の
ま
と
め
の
場
面
で
は
紙
媒
体
と
す
る
な
ど
、
目
的

出
し
合
う
と
き
な
ど
、
記
録
性
よ
り
流
動
性
が
大
き
い

援
ア
プ
リ
で
の
記
録
の
使

に
応
じ
て
記
録
の
仕
方
の
指
示
を
明
確
に
出
す
。

内
容
に
つ
い
て
は
学
習
支
援
ア
プ
リ
を
活
用
し
、
記
録

い
分
け
に
つ
い
て

と
し
て
完
成
・
完
結
す
る
内
容
に
つ
い
て
は
、
紙
で
記

録
す
る
方
が
良
い
。

※
記
録
の
自
由
度
が
あ
ま
り
要
求
さ
れ
な
い
場
合
や
、
枠

組
み
の
中
で
使
う
場
合
は
学
習
支
援
ア
プ
リ
が
有
効
で

あ
る
。
（
表
記
の
仕
方
な
ど
、
表
現
の
自
由
度
は
紙
媒

体
の
ほ
う
が
高
い
。
）

要
旨
を
つ
か
も
う

☆
構
造
化

・
説
明
的
文
章
の
内
容
を
短
い
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
に
※
使
用
で
き
る
枚
数
を
限
定
す
る
こ
と
で
、
焦
点
化
を
図
①
②

全
学
年

・
説
明
的
文
章
の
要
旨
は
何

ま
と
め
る
。
そ
の
際
に
提
示
す
る
図
や
写
真
、
グ
ラ
フ

る
。

③
⑥

か
を
検
討
す
る
活
動
の
際

の
枚
数
を
限
定
す
る
。
ど
ん
な
内
容
が
文
章
の
目
的
や
※
提
示
資
料
に
つ
い
て
、
教
科
書
の
図
表
だ
け
で
な
く
、

の
資
料
収
集

筆
者
の
意
図
に
も
っ
と
も
ふ
さ
わ
し
い
か
を
検
討
す
る

検
索
に
よ
っ
て
様
々
な
候
補
を
挙
げ
る
こ
と
で
、
い
ろ

こ
と
で
、
要
旨
を
つ
か
む
力
を
磨
く
。

い
ろ
な
角
度
か
ら
文
章
の
目
的
や
筆
者
の
意
図
に
つ
い

て
検
討
す
る
場
面
を
つ
く
る
。

詩
を
味
わ
お
う

☆
可
視
化

・
韻
文
の
鑑
賞
の
際
に
、
作
者
の
見
聞
き
し
た
も
の
に
つ
○
詩
や
短
歌
、
俳
句
に
対
し
て
感
じ
た
イ
メ
ー
ジ
と
言
葉
②
③

（
１
年
）

い
て
想
像
す
る
手
が
か
り
と
す
る
た
め
に
画
像
検
索
を

を
結
び
付
け
る
の
に
効
果
的
で
あ
る
。
ま
た
、
他
者
と
④
⑤

※
２
年
短
歌
・
３
年

利
用
す
る
。

の
イ
メ
ー
ジ
共
有
に
も
有
効
で
あ
る
。

俳
句
な
ど
、
韻
文
全

般
の
学
習

・
詩
や
短
歌
、
俳
句
の
学
習
の
際
に
、
映
像
を
手
が
か
り

に
イ
メ
ー
ジ
を
具
体
化
さ
せ
る
。

授
業
全
般

☆
記
録
化

・
ど
こ
で
紙
媒
体
を
使
わ
せ
る
か
、
既
存
ノ
ー
ト
と
学
習
※
活
用
場
面
に
応
じ
た
媒
体
の
使
い
分
け
に
つ
い
て
、
さ

☆
効
率
化

支
援
ア
プ
リ
の
使
い
分
け
に
つ
い
て
、
適
切
に
判
断
す

ら
に
研
究
が
必
要
で
あ
る
。

る
必
要
が
あ
る
。
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各
教
科
に
お
け
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
の
有
効
性
と
留
意
点

教
科
名
[
社
会
]

◇
主
な
学
習
場
面
、
①
問
題
発
見
・
設
定
・
提
示

②
見
通
し
を
も
つ

③
自
分
の
考
え
を
も
つ

④
学
び
合
う

⑤
ま
と
め
る
・
振
り
返
る

⑥
教
師
側
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
イ
ト
と
し
て

単
元
と
学
年

活
用
の
目
的
・
方
法

使
い
方
の
具
体

○
：
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
の
有
効
性

※
：
留
意
点

学
習
場
面

【
地
理
】
１
年

☆
可
視
化

・
３
Ｄ
機
能
や
ス
ト
リ
ー
ト
ビ
ュ
ー
機
能
で
建
物
の
立
体
○
臨
場
感
、
立
体
感
を
も
っ
て
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

①
・
「

G
oo

gl
e

ea
rth
」

表
現
や
地
形
の
起
伏
を
立
体
的
に
見
せ
る
。

・
世
界
と
日
本
の
姿

野
外
調
査
の
代
替

・
さ
ま
ざ
ま
な
角
度
か
ら
の
大
陸
の
見
え
方
を
画
面
を
操
※
日
本
語
検
索
に
対
応
し
て
い
な
い
た
め
、
検
索
さ
せ
た

・
世
界
の
諸
地
域

・
「

Th
e

tu
re

siz
e

of
」

作
し
て
ス
ケ
ッ
チ
す
る
。

い
国
名
の
英
語
表
記
を
板
書
す
る
な
ど
し
て
示
す
必
要
①

平
面
の
地
図
上
と
球
体
の
・
日
本
列
島
と
他
国
の
面
積
の
比
較
や
、
高
緯
度
地
域
が

が
あ
る
。

地
球
上
で
の
大
陸
の
ゆ
が

平
面
の
地
図
上
で
は
大
き
く
表
示
さ
れ
て
い
る
こ
と
を

み
を
視
覚
的
に
捉
え
さ
せ

画
面
上
で
移
動
さ
せ
て
確
認
す
る
。

る

【
地
理
】
２
年

☆
情
報
収
集

・
人
口
の
推
移
、
産
業
等
を
地
域
や
年
代
で
比
較
す
る
。
※
ど
の
マ
ッ
プ
で
調
べ
た
ら
よ
い
の
か
を
見
当
を
付
け
る
②
③

・
「
地
域
経
済
情
報
シ
ス
テ

の
が
難
し
い
た
め
、
調
べ
た
い
マ
ッ
プ
を
示
す
必
要
が
④
⑤

・
日
本
の
地
域
的
特

ム
（

RE
SA

S）
」

あ
る
。

色
と
地
域
区
分

・
日
本
の
諸
地
域

・
地
域
の
在
り
方

【
歴
史
】
全
学
年

☆
補
助
資
料

・
授
業
支
援
ア
プ
リ
で
必
要
な
資
料
を
提
示
し
、
拡
大
し
〇
個
々
の
興
味
や
疑
問
に
応
じ
て
、
キ
ー
ワ
ー
ド
に
着
目
①
②

た
り
、
書
き
込
ん
だ
り
し
な
が
ら
資
料
を
読
み
取
る
。

し
な
が
ら
、
資
料
を
拡
大
し
て
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
、
③
④

必
要
な
資
料
を
コ
ピ
ー
す
る
こ
と
で
、
繰
り
返
し
学
習

よ
り
主
体
的
な
資
料
の
活
用
が
可
能
に
な
る
。

⑤
⑥

に
活
用
し
、
ま
と
め
の
際
の
根
拠
と
す
る
。

【
公
民
】
３
年

☆
補
助
資
料

・
ロ
ー
ル
プ
レ
イ
時
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
。

※
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
使
い
方
に
つ
い
て
あ
る
程
度
説
③
④

・
「

K
ey

no
te
」

（
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
ア
プ
リ
を
活
用
し
、
コ
ン
ビ

明
し
、
全
体
の
構
成
を
考
え
た
上
で
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
⑤

ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
の
出
店
場
所
に
つ
い
て
、
根
拠
と

シ
ョ
ン
の
作
成
に
か
か
る
必
要
が
あ
る
。

な
る
事
象
を
整
理
し
、
効
果
的
に
示
し
て
、
各
自
の

③
④

主
張
を
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
す
る
活
動
な
ど
）

⑤

・
「

N
um

be
rs
」

・
将
来
の
お
金
の
使
い
道
に
つ
い
て
、
表
計
算
ア
プ
リ
を

利
用
し
て
、
収
入
と
支
出
を
予
想
し
て
算
出
し
、
そ
れ

ら
を
グ
ル
ー
プ
や
全
体
で
紹
介
し
合
う
。

【
全
分
野
】
全
学
年

☆
情
報
収
集
・
検
索

・
用
語
や
で
き
ご
と
等
の
検
索
。

※
取
り
組
む
前
に
ど
の
よ
う
に
調
べ
る
の
か
、
方
法
や
検
⑥

索
用
語
を
示
す
。
適
切
な
言
葉
や
用
語
、
サ
イ
ト
、
情

報
の
信
憑
性
に
留
意
す
る
な
ど
の
情
報
リ
テ
ラ
シ
ー
の

指
導
が
必
要
で
あ
る
。
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各
教
科
に
お
け
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
の
有
効
性
と
留
意
点

教
科
名
[
数
学
]

◇
主
な
学
習
場
面
、
①
問
題
発
見
・
設
定
・
提
示

②
見
通
し
を
も
つ

③
自
分
の
考
え
を
も
つ

④
学
び
合
う

⑤
ま
と
め
る
・
振
り
返
る

⑥
教
師
側
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
イ
ト
と
し
て

単
元
と
学
年

活
用
の
目
的
・
方
法

使
い
方
の
具
体

○
：
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
の
有
効
性

※
：
留
意
点

学
習
場
面

比
例
と
反
比
例

☆
可
視
化

・
比
例
、
反
比
例
の
グ
ラ
フ
が
多
く
の
点
の
集
合
で
あ
る
○
関
数
の
グ
ラ
フ
が
直
線
や
曲
線
に
な
る
こ
と
を
イ
メ
ー
②
③

１
年

☆
操
作
化

こ
と
を
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
り
確
認
す
る
。

ジ
さ
せ
る
に
は
、
多
く
の
点
を
取
る
こ
と
が
必
要
で
あ
④
⑤

・
比
例
、
反
比
例
の
比
例
定
数
と
グ
ラ
フ
の
関
係
を
グ
ラ

る
。
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
で
は
多
く

フ
作
成
ア
プ
リ
「

G
eo

G
eb

ra
」
で
比
例
定
数
を
変
え
る

の
点
を
取
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
。

こ
と
に
よ
り
確
認
す
る
。

○
比
例
定
数
と
グ
ラ
フ
の
関
係
に
つ
い
て
も
多
く
の
場
合

に
つ
い
て
簡
単
に
提
示
で
き
る
ア
プ
リ
が
理
解
の
一
助

と
な
る
。

１
次
関
数

☆
可
視
化

・
長
方
形
の
周
上
を
動
く
点
と
頂
点
を
結
ん
で
で
き
る
三
○
点
が
動
く
場
合
の
図
形
に
つ
い
て
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
①
②

２
年

☆
操
作
化

角
形
の
状
態
を
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
り
確
認
し
、

ン
を
見
る
こ
と
に
よ
り
、
問
題
を
よ
り
正
確
に
把
握
し
、
③
④

問
題
把
握
と
ま
と
め
に
活
用
す
る
。

問
題
解
決
に
向
か
う
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
ま
と
め

や
振
り
返
り
で
も
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
画
像
と
関
数

の
式
、
表
、
グ
ラ
フ
を
関
連
さ
せ
て
行
う
こ
と
が
で
き

る
。

平
面
図
形

☆
可
視
化

・
三
角
形
等
を
タ
ブ
レ
ッ
ト
上
で
、
平
行
移
動
、
回
転
移
○
平
面
図
形
の
移
動
を
図
形
ア
プ
リ
で
行
う
こ
と
で
実
際
②
③

１
年

☆
操
作
化

動
、
対
称
移
動
を
素
早
く
行
わ
せ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
移
動

の
操
作
と
同
じ
よ
う
に
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
④

の
特
徴
を
つ
か
む
。

た
、
気
付
い
た
性
質
も
記
入
し
て
説
明
す
る
こ
と
が
で

き
る
。

平
行
と
合
同

☆
可
視
化

・
く
さ
び
形
四
角
形
の
角
の
関
係
に
つ
い
て
図
形
を
変
形
○
図
形
ア
プ
リ
の
変
形
機
能
を
使
い
、
図
形
を
変
形
さ
せ
②
③

２
年

☆
操
作
化

さ
せ
る
操
作
を
図
形
描
画
ア
プ
リ
「

G
eo

G
br

a」
で
行
い
、

て
も
変
わ
ら
な
い
角
度
を
見
つ
け
る
こ
と
に
よ
り
、
角
④

角
の
関
係
に
つ
い
て
調
べ
る
。

度
の
関
係
に
つ
い
て
気
付
く
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
後

に
根
拠
を
考
え
る
。
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各
教
科
に
お
け
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
の
有
効
性
と
留
意
点

教
科
名
[
理
科
]

◇
主
な
学
習
場
面
、
①
問
題
発
見
・
設
定
・
提
示

②
見
通
し
を
も
つ

③
自
分
の
考
え
を
も
つ

④
学
び
合
う

⑤
ま
と
め
る
・
振
り
返
る

⑥
教
師
側
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
イ
ト
と
し
て

単
元
と
学
年

活
用
の
目
的
・
方
法

使
い
方
の
具
体

○
：
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
の
有
効
性

※
：
留
意
点

学
習
場
面

１
、
３
年

☆
撮
影

・
実
験
結
果
を
写
真
や
動
画
と
し
て
撮
影
す
る
。

○
実
験
結
果
を
ま
と
め
る
際
の
根
拠
と
な
る
。

④
⑤

実
験
の
記
録

☆
可
視
化

・
再
結
晶
の
様
子
等
を
撮
影
し
、
物
質
の
結
晶
の
形
状
を
○
実
験
後
も
動
画
を
再
生
す
る
こ
と
で
変
化
の
様
子
を
じ
④
⑤

観
察
し
て
比
較
す
る
。

っ
く
り
と
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

・
イ
オ
ン
の
移
動
を
動
画
で
撮
影
す
る
。

※
写
真
や
動
画
の
撮
影
が
目
的
に
な
ら
な
い
よ
う
に
、
実

験
の
目
的
を
明
確
に
す
る
必
要
が
あ
る
。

１
年

☆
操
作
化

・
学
習
支
援
ア
プ
リ
で
、
生
物
名
が
書
か
れ
た
付
箋
を
操
○
生
徒
一
人
一
人
が
自
分
の
考
え
を
基
に
分
類
す
る
こ
と
③

生
物
の
分
類

作
す
る
こ
と
で
、
生
物
の
分
類
を
考
え
る
。

が
で
き
、
操
作
が
容
易
な
上
に
や
り
直
し
が
可
能
で
あ

る
。

２
、
３
年

☆
撮
影

・
植
物
の
細
胞
を
顕
微
鏡
で
観
察
し
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
の
カ
○
実
物
を
撮
影
し
て
記
録
と
し
て
残
す
こ
と
が
で
き
る
。
⑤

観
察
全
般

メ
ラ
機
能
で
撮
影
す
る
。

※
手
書
き
の
ス
ケ
ッ
チ
と
併
用
す
る
こ
と
で
、
細
部
ま
で

観
察
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

２
年

☆
情
報
収
集

・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
検
索
で
天
気
図
や
雲
画
像
を
収
集
す
○
過
去
の
気
象
情
報
を
素
早
く
集
め
る
こ
と
が
で
き
、
現
③
④

天
気
と
そ
の
変
化

る
。

在
の
状
況
も
リ
ア
ル
タ
イ
ム
に
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

３
年

☆
可
視
化

・
運
動
の
よ
う
す
を
調
べ
る
実
験
で
得
ら
れ
た
デ
ー
タ
を
○
操
作
法
が
分
か
る
と
グ
ラ
フ
化
が
容
易
で
傾
向
が
つ
か
④
⑤

物
体
の
運
動

☆
共
有
化

グ
ラ
フ
化
す
る
。

み
や
す
い
。

※
グ
ラ
フ
の
書
き
方
を
習
得
す
る
学
習
で
は
、
軸
の
目
盛

り
や
グ
ラ
フ
の
線
の
引
き
方
な
ど
、
手
書
き
で
行
う
。

１
～
３
年

☆
共
有
化

・
学
習
支
援
ア
プ
リ
の
付
箋
機
能
を
活
用
し
て
、
意
見
を
※
導
入
や
予
想
で
自
分
の
知
識
や
考
え
を
出
し
合
う
こ
と
①
②

学
習
全
般

出
し
合
う
。

や
考
え
を
広
げ
る
に
は
有
効
で
あ
る
が
、
そ
の
他
の
場
③
④

面
で
は
さ
ら
に
研
究
が
必
要
で
あ
る
。

１
～
３
年

☆
情
報
収
集
・
検
索

・
課
題
（
問
題
）
に
つ
い
て
調
査
活
動
を
行
う
際
、
ネ
ッ
※
１
つ
の
情
報
だ
け
で
調
査
を
進
め
る
の
で
は
な
く
、
複
④
⑤

学
習
全
般

ト
検
索
や

yo
ut

ub
e
等
の
動
画
だ
け
で
な
く
、
学
校
図

数
の
情
報
を
吟
味
し
、
情
報
を
取
捨
選
択
す
る
こ
と
で
、
⑥

書
と
連
携
し
て
、
書
籍
資
料
や
文
献
か
ら
も
情
報
を
収

情
報
活
用
能
力
を
育
成
す
る
よ
う
配
慮
す
る
。

集
で
き
る
よ
う
に
す
る
。

１
～
３
年

☆
可
視
化

・
授
業
の
課
題
(問
題
)や
予
想
、
実
験
の
考
察
、
ま
と
め
○
黒
板
と
大
型
提
示
装
置
の
両
方
を
使
い
分
け
て
利
用
す
②
④

学
習
全
般

☆
共
有
化

に
つ
い
て
は
授
業
の
一
連
の
流
れ
が
俯
瞰
で
き
る
よ
う

る
こ
と
に
よ
り
、
互
い
の
メ
リ
ッ
ト
を
生
か
し
た
、
よ
⑤
⑥

黒
板
を
利
用
し
、
動
画
や
画
像
資
料
、
実
験
結
果
の
確

り
効
果
的
な
提
示
が
で
き
る
。

認
や
生
徒
が
全
体
に
説
明
す
る
場
面
で
は
大
型
提
示
装

置
を
利
用
す
る
。
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各
教
科
に
お
け
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
の
有
効
性
と
留
意
点

教
科
名
[
音
楽
]

◇
主
な
学
習
場
面
、
①
問
題
発
見
・
設
定
・
提
示

②
見
通
し
を
も
つ

③
自
分
の
考
え
を
も
つ

④
学
び
合
う

⑤
ま
と
め
る
・
振
り
返
る

⑥
教
師
側
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
イ
ト
と
し
て

単
元
と
学
年

活
用
の
目
的
・
方
法

使
い
方
の
具
体

○
：
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
の
有
効
性

※
：
留
意
点

学
習
場
面

鑑
賞

☆
音
楽
再
生

・
音
楽
を
部
分
に
区
切
っ
た
音
源
を
タ
ブ
レ
ッ
ト
で
再
生
○
鑑
賞
曲
を
一
斉
に
聴
く
と
、
１
時
間
で
１
、
２
回
し
か

１
年
生
「
魔
王
」

で
き
る
よ
う
に
準
備
し
、
自
分
で
聴
き
た
い
場
面
を
選

聴
く
こ
と
が
で
き
な
い
が
、
個
々
に
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
用
③
④

２
年
生

ん
で
再
生
で
き
る
よ
う
に
す
る
。

い
る
こ
と
で
、
自
分
の
興
味
を
も
っ
た
部
分
を
何
度
で

「
交
響
曲
五
番
」

も
再
生
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
自
分
の
気
に
な

３
年
生
「
ブ
ル
タ
バ
」

る
部
分
に
つ
い
て
友
達
に
説
明
す
る
場
面
で
も
、
音
を

再
生
し
て
伝
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

日
本
の
伝
統
音
楽

☆
動
画
再
生

・
日
本
の
伝
統
音
楽
を
見
聞
き
す
る
機
会
が
ほ
ぼ
な
い
た
○
Ｎ
Ｈ
Ｋ
で
制
作
し
た
動
画
が
学
習
内
容
に
沿
っ
た
も
の
④

３
年
生
「
能
」

☆
補
助
資
料

め
、
実
際
に
演
じ
て
い
る
動
画
を
基
に
芸
術
性
を
味
わ

で
、
さ
ら
に
映
像
も
大
変
美
し
く
、
日
本
の
文
化
を
体

う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
動
画
を
再
生
し
て
鑑
賞
す
る
。

感
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

歌
唱
表
現
、
鑑
賞

☆
可
視
化

・
曲
に
合
う
画
像
を
ネ
ッ
ト
検
索
し
て
貼
り
付
け
た
り
、
○
写
真
や
画
像
に
よ
っ
て
、
そ
の
曲
の
場
面
毎
の
イ
メ
ー
③

２
年
生
ｶ
ﾝ
ﾂ
ｫ
ｰ
ﾈ

☆
構
造
化

学
習
シ
ー
ト
に
絵
を
描
い
た
り
す
る
。

ジ
を
広
げ
、
自
分
な
り
の
感
受
や
歌
唱
表
現
に
つ
な
げ

「
サ
ン
タ
ル
チ
ア
」

例
：
た
と
え
よ
う
も
な
く
美
し
く
咲
く
桜
の
風
景

る
こ
と
が
で
き
る
。

３
年
生
「
花
」

イ
タ
リ
ア
の
風
土
、
ブ
ル
タ
バ
の
広
い
川

３
年
生
「
ブ
ル
タ
バ
」

鑑
賞

☆
動
画
再
生

・
な
か
な
か
見
る
機
会
の
な
い
パ
イ
プ
オ
ル
ガ
ン
の
画
像
※
同
じ
楽
器
で
も
い
ろ
い
ろ
な
種
類
が
あ
り
、
生
徒
に
よ
③
④

２
年
生

☆
補
助
資
料

を
検
索
し
て
学
習
シ
ー
ト
に
添
付
し
た
り
、
プ
ロ
が
歌

っ
て
添
付
し
た
写
真
が
多
様
で
あ
る
た
め
、
音
楽
の
と
⑤

「
フ
ー
ガ
ト
短
調
」

う
動
画
を
再
生
し
た
り
し
て
本
物
を
感
じ
る
。

ら
え
方
に
も
差
が
生
じ
て
し
ま
う
。

１
年
生
「
魔
王
」

※
歌
い
手
の
顔
の
表
情
や
容
姿
な
ど
視
覚
の
情
報
に
意
識

が
偏
っ
て
し
ま
う
場
合
が
あ
る
の
で
、
授
業
の
ね
ら
い

に
沿
う
画
像
や
動
画
を
セ
レ
ク
ト
し
、
効
果
的
に
活
用

す
る
必
要
が
あ
る
。

（
動
画
が
有
効
な
場
合
も
あ
る
が
、
視
点
か
ら
そ
れ
て

し
ま
う
こ
と
も
あ
る
。
）
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各
教
科
に
お
け
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
の
有
効
性
と
留
意
点

教
科
名
[
美
術
]

◇
主
な
学
習
場
面
、
①
問
題
発
見
・
設
定
・
提
示

②
見
通
し
を
も
つ

③
自
分
の
考
え
を
も
つ

④
学
び
合
う

⑤
ま
と
め
る
・
振
り
返
る

⑥
教
師
側
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
イ
ト
と
し
て

単
元
と
学
年

活
用
の
目
的
・
方
法

使
い
方
の
具
体

○
：
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
の
有
効
性

※
：
留
意
点

学
習
場
面

１
年

☆
操
作
化

・
学
習
支
援
ア
プ
リ
の
描
画
機
能
を
使
っ
て
、
文
様
の
単
○
取
り
消
し
、
や
り
直
し
が
容
易
で
あ
る
。

③

切
子
の
コ
ー
ス
タ
ー

☆
構
造
化

位
を
作
る
。

・
そ
の
単
位
を
コ
ピ
ー
＆
ペ
ー
ス
ト
し
、
文
様
を
作
成
す
○
規
則
的
で
基
本
的
抽
象
図
形
が
作
り
や
す
い
。

３
年

る
。

季
節
を
彩
る
文
様

・
グ
ラ
デ
ー
シ
ョ
ン
機
能
を
使
っ
て
、
色
を
工
夫
す
る
。
○
手
書
き
で
は
、
難
し
い
作
業
も
容
易
に
で
き
る
。

～
カ
レ
ン
ダ
ー
を

作
ろ
う
～

２
年

☆
情
報
収
集
・
検
索

・
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
デ
ザ
イ
ン
の
際
に
、
野
菜
や
果
物
の
○
実
物
を
ス
ケ
ッ
チ
で
き
な
い
場
合
、
画
像
検
索
を
利
用
③

私
が
考
え
た

色
・
形
に
つ
い
て
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
画
像
を
検
索
し

し
て
参
考
と
な
る
画
像
を
見
付
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

○
○
チ
ッ
プ
ス
袋
の

て
、
デ
ザ
イ
ン
の
参
考
に
す
る
。

デ
ザ
イ
ン

※
既
存
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
検
索
し
、
使
う
生
徒
が
見
ら

れ
た
。
完
成
し
た
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
が
生
徒
オ
リ
ジ
ナ
ル

の
も
の
か
、
事
前
の
注
意
等
が
必
要
で
あ
る
。

全
学
年

☆
状
況
把
握

・
振
り
返
り
シ
ー
ト
を
作
り
、
そ
の
時
間
の
活
動
の
振
り
○
こ
れ
ま
で
は
、
制
作
過
程
を
見
取
る
こ
と
は
難
し
か
っ
⑤
⑥

全
題
材

☆
撮
影

返
り
を
す
る
と
と
も
に
、
作
品
の
制
作
過
程
を
記
録
す

た
が
、
写
真
で
記
録
を
残
す
こ
と
で
、
次
時
へ
の
ア
ド

る
。

バ
イ
ス
が
容
易
に
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
意
欲
の
喚
起

に
つ
な
が
っ
た
。

※
シ
ー
ト
の
記
入
欄
が
小
さ
い
と
、
作
品
の
写
真
が
見
づ

ら
く
な
る
。
欄
を
大
き
く
し
て
ペ
ー
ジ
数
を
増
や
し
て

い
く
よ
う
に
す
る
と
い
う
対
応
が
必
要
で
あ
る
。
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各
教
科
に
お
け
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
の
有
効
性
と
留
意
点

教
科
名
[
保
健
体
育
]

◇
主
な
学
習
場
面
、
①
問
題
発
見
・
設
定
・
提
示

②
見
通
し
を
も
つ

③
自
分
の
考
え
を
も
つ

④
学
び
合
う

⑤
ま
と
め
る
・
振
り
返
る

⑥
教
師
側
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
イ
ト
と
し
て

単
元
と
学
年

活
用
の
目
的
・
方
法

使
い
方
の
具
体

○
：
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
の
有
効
性

※
：
留
意
点

学
習
場
面

全
学
年
・
全
単
元

☆
補
助
資
料

・
練
習
方
法
や
手
本
と
な
る
動
画
な
ど
を
準
備
し
て
参
考
※
各
段
階
別
の
資
料
に
つ
い
て
、
解
説
を
つ
け
る
か
ど
う
②
③

に
し
た
り
、
選
択
し
た
り
す
る
。

か
は
、
学
年
や
生
徒
の
習
熟
に
応
じ
て
使
い
分
け
る
こ
④

と
が
必
要
で
あ
る
。

全
学
年
・
全
単
元

☆
撮
影

・
動
画
を
撮
影
し
て
、
自
分
や
グ
ル
ー
プ
の
動
き
を
客
観
○
定
点
か
ら
撮
影
す
る
こ
と
で
比
較
し
や
す
く
な
る
。
ガ
①
③

的
に
見
て
改
善
す
る
ポ
イ
ン
ト
を
見
付
け
ら
れ
る
よ
う

ム
テ
ー
プ
な
ど
で
マ
ー
キ
ン
グ
す
る
こ
と
で
、
ポ
イ
ン
④
⑥

に
す
る
。

ト
が
見
や
す
く
な
る
。

※
動
画
や
ネ
ッ
ト
検
索
の
み
で
終
え
る
形
、
自
己
完
結
の

学
習
に
な
ら
な
い
よ
う
に
す
る
。
比
較
や
話
合
い
な
ど

学
び
合
い
で
学
習
を
進
め
る
し
か
け
が
必
要
で
あ
る
。

全
学
年
・
全
単
元

☆
状
況
把
握

・
学
習
シ
ー
ト
に
自
分
の
動
画
を
貼
り
付
け
、
授
業
の
最
○
動
画
を
貼
り
付
け
て
、
学
習
前
後
の
比
較
を
す
る
こ
と
①
②

☆
可
視
化

初
と
後
半
で
の
動
き
の
違
い
を
見
付
け
た
り
、
友
達
や

で
、
自
分
の
学
び
を
実
感
し
や
す
い
。

⑤
手
本
動
画
と
比
較
し
た
り
し
な
が
ら
、
自
分
の
成
長
を

実
感
で
き
る
よ
う
に
す
る
。

全
（
主
に
３
年
生
）

☆
学
習
計
画

・
自
分
や
グ
ル
ー
プ
の
課
題
に
応
じ
た
Ｍ
ｙ
学
習
計
画
を
○
学
習
の
進
ん
だ
段
階
で
取
り
組
む
こ
と
で
、
既
習
事
項
①
②

作
成
し
、
課
題
解
決
や
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
に
取
り
組
む
こ

を
活
用
し
な
が
ら
、
見
通
し
を
も
っ
て
主
体
的
に
取
り
③
⑤

と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
。

組
む
こ
と
が
で
き
る
。

○
自
分
た
ち
の
状
況
に
合
わ
せ
て
、
学
び
の
調
整
を
し
な

が
ら
進
め
て
い
く
こ
と
に
つ
な
が
る
。

全
学
年
・
球
技

☆
可
視
化

・
映
像
を
活
用
し
て
、
グ
ル
ー
プ
の
動
き
を
確
認
で
き
る
※
撮
影
の
仕
方
（
上
か
ら
、
目
印
）
に
よ
っ
て
、
見
付
け
③
④

よ
う
に
す
る
。

ら
れ
る
課
題
が
変
わ
っ
て
く
る
の
で
注
意
が
必
要
で
あ
⑤

る
。

※
タ
ブ
レ
ッ
ト
の
画
面
が
小
さ
く
、
グ
ル
ー
プ
で
確
認
す

る
に
は
難
し
い
。
大
型
モ
ニ
タ
な
ど
が
あ
れ
ば
い
い
が
、

台
数
に
限
り
が
あ
る
の
で
、
ハ
ー
ド
面
で
の
環
境
に
留

意
す
る
必
要
が
あ
る
。

○
映
像
と
作
戦
ボ
ー
ド
を
活
用
す
る
こ
と
で
、
解
決
の
た

め
の
動
き
を
見
付
け
や
す
く
で
き
る
。

全
学
年

☆
情
報
収
集

・
技
能
の
ポ
イ
ン
ト
や
自
分
の
課
題
に
あ
っ
た
技
能
の
解
※
自
分
の
課
題
に
あ
っ
た
手
本
レ
ベ
ル
を
見
付
け
る
の
が
③
④

説
な
ど
を
調
べ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
。

難
し
い
の
で
、
資
料
室
に
必
要
な
も
の
を
選
ん
で
準
備

す
る
（
卒
業
生
の
動
画
の
蓄
積
な
ど
）
工
夫
が
必
要
で

あ
る
。

※
生
徒
同
士
の
関
わ
り
合
い
が
少
な
く
な
ら
な
い
よ
う
に

留
意
す
る
。
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各
教
科
に
お
け
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
の
有
効
性
と
留
意
点

教
科
名
[
技
・
家
技
術
分
野
]

◇
主
な
学
習
場
面
、
①
問
題
発
見
・
設
定
・
提
示

②
見
通
し
を
も
つ

③
自
分
の
考
え
を
も
つ

④
学
び
合
う

⑤
ま
と
め
る
・
振
り
返
る

⑥
教
師
側
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
イ
ト
と
し
て

題
材
と
学
年

活
用
の
目
的
・
方
法

使
い
方
の
具
体

○
：
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
の
有
効
性

※
：
留
意
点

学
習
場
面

１
年
生

☆
可
視
化

・
製
作
品
の
構
想
や
作
図
を
タ
ブ
レ
ッ
ト
上
で
描
画
さ
せ
○
構
想
場
面
で
容
易
に
試
行
錯
誤
で
き
る
。

③
④

材
料
と
加
工
の
技
術

る
。

○
デ
ジ
タ
ル
で
作
図
で
き
る
た
め
、
作
図
が
苦
手
な
生
徒
⑥

も
取
り
組
み
や
す
い
。

１
・
２
年
生

☆
可
視
化

・
製
作
場
面
で
、
作
業
の
工
程
を
撮
影
さ
せ
る
。

○
自
分
の
「
の
こ
ぎ
り
び
き
」
や
「
半
田
付
け
」
の
様
子
⑤
⑥

材
料
と
加
工
の
技
術

を
可
視
化
す
る
こ
と
で
、
学
習
の
成
果
や
新
た
な
課
題

に
気
づ
か
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

※
振
り
返
り
を
充
実
さ
せ
る
た
め
に
は
、
他
の
生
徒
と
の

比
較
や
作
業
の
は
じ
め
と
終
わ
り
に
よ
る
違
い
な
ど
の

比
較
が
必
要
で
あ
る
。

２
年
生

☆
可
視
化

・
課
題
と
な
る
電
気
回
路
を
実
際
に
組
み
立
て
た
後
、
タ
○
電
気
の
流
れ
を
視
覚
的
に
捉
え
、
思
考
を
整
理
す
る
こ
③
④

エ
ネ
ル
ギ
ー
変
換
の
☆
共
有
化

ブ
レ
ッ
ト
上
で
も
図
と
し
て
再
現
す
る
。

と
が
で
き
る
。

⑤
技
術

２
年
生

☆
可
視
化

・
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
処
理
の
流
れ
を
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
上
で
思
○
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
組
替
が
容
易
か
つ
自
由
に
で
き
る
。
プ
③
④

情
報
の
技
術

☆
共
有
化

考
す
る
。

ロ
グ
ラ
ム
に
よ
る
動
作
を
図
で
併
記
す
る
こ
と
に
よ
⑤
⑥

り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
生
徒
の
考
え
が
わ
か
り
や
す
い
。

３
年
生

☆
撮
影

・
栽
培
し
た
作
物
の
様
子
を
撮
影
し
、
成
長
の
過
程
を
記
○
成
長
の
様
子
を
画
像
と
し
て
記
録
に
残
し
、
整
理
す
る
⑤

生
物
育
成
の
技
術

録
す
る
。

こ
と
が
で
き
る
。

※
作
物
な
の
で
、
授
業
時
間
に
限
ら
ず
、
頻
繁
に
撮
影
す

る
必
要
が
あ
る
。

３
年
生

☆
情
報
収
集

・
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
・
情
報
モ
ラ
ル
に
関
わ
る
ト
ラ
ブ
○
実
際
の
社
会
で
起
こ
っ
て
い
る
事
象
に
つ
い
て
検
索
し
④
⑤

情
報
の
技
術

☆
共
有
化

ル
や
そ
の
予
防
方
法
、
対
策
等
に
つ
い
て
調
べ
、
要
点

ト
ラ
ブ
ル
の
概
要
や
具
体
的
な
対
処
方
法
を
知
る
こ
と

を
ま
と
め
る
。

が
で
き
る
。
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各
教
科
に
お
け
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
の
有
効
性
と
留
意
点

教
科
名
[
技
・
家
家
庭
分
野
]

◇
主
な
学
習
場
面
、
①
問
題
発
見
・
設
定
・
提
示

②
見
通
し
を
も
つ

③
自
分
の
考
え
を
も
つ

④
学
び
合
う

⑤
ま
と
め
る
・
振
り
返
る

⑥
教
師
側
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
イ
ト
と
し
て

単
元
と
学
年

活
用
の
目
的
・
方
法

使
い
方
の
具
体

○
：
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
の
有
効
性

※
：
留
意
点

学
習
場
面

１
年

健
康
を
考
え
た
食
生
活
☆
可
視
化

・
学
習
シ
ー
ト
等
を
使
っ
て
１
日
分
の
献
立
を
作
成
し
、
※
３
食
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
す
る
と
時
間
が
か
か
り
す
ぎ
る
の
③
④

写
真
を
撮
り
、
工
夫
し
た
点
を
説
明
し
な
が
ら
意
見
交

で
、
他
の
人
と
の
違
い
や
工
夫
し
た
点
が
明
確
に
分
か

換
す
る
。

る
よ
う
に
、
朝
・
昼
食
は
全
員
同
じ
と
い
う
条
件
を
設

定
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

快
適
で
豊
か
な
衣
食
住
☆
補
助
資
料

・
衣
服
の
補
修
に
必
要
な
基
礎
的
な
技
能
を
身
に
付
け
る
※
動
画
や
示
範
で
理
解
を
促
す
が
、
実
際
の
体
験
に
よ
っ
②
⑥

た
め
に
、
動
画
で
確
認
す
る
。

て
身
に
付
け
て
い
く
よ
う
に
留
意
す
る
。

２
年

ス
マ
イ
ル
住
ま
い

☆
状
況
把
握

・
自
分
の
住
ま
い
の
危
険
箇
所
を
撮
影
し
、
安
全
対
策
の
※
そ
れ
ぞ
れ
の
問
題
に
つ
い
て
意
見
交
換
す
る
こ
と
で
、
①
④

問
題
を
見
付
け
、
課
題
を
設
定
す
る
。

様
々
な
視
点
か
ら
情
報
を
収
集
し
て
検
討
で
き
る
よ
う

に
す
る
。

※
生
徒
の
住
ま
い
に
関
わ
る
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に
十
分
配
慮

す
る
必
要
が
あ
る
。

☆
情
報
収
集
、
検
索

・
課
題
の
解
決
に
必
要
な
情
報
な
ど
を
整
理
し
、
ま
と
め
※
課
題
に
関
わ
る
内
容
や
自
分
の
住
ま
い
に
活
用
で
き
そ
②

る
。

う
な
内
容
に
絞
っ
て
検
索
さ
せ
、
家
庭
で
の
実
践
の
見

通
し
を
も
た
せ
る
。

３
年

身
近
な
消
費
生
活
と

☆
補
助
資
料

・
悪
質
商
法
例
の
シ
ナ
リ
オ
を
使
っ
て
ロ
ー
ル
プ
レ
イ
ン
○
身
近
で
起
こ
り
そ
う
な
事
例
を
取
り
上
げ
る
こ
と
で
、
③
④

環
境

☆
可
視
化

グ
す
る
。
悪
質
な
業
者
の
手
口
や
消
費
者
の
心
理
を
分

消
費
者
被
害
の
背
景
と
そ
の
対
応
に
つ
い
て
理
解
し
や

析
（
シ
ナ
リ
オ
に
線
を
引
く
）
し
、
学
習
シ
ー
ト
に
ま

す
く
す
る
。

と
め
、
対
応
を
考
え
る
。

○
友
達
の
意
見
を
追
加
し
や
す
い
。
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各
教
科
に
お
け
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
の
有
効
性
と
留
意
点

教
科
名
[
外
国
語
]

◇
主
な
学
習
場
面
、
①
問
題
発
見
・
設
定
・
提
示

②
見
通
し
を
も
つ

③
自
分
の
考
え
を
も
つ

④
学
び
合
う

⑤
ま
と
め
る
・
振
り
返
る

⑥
教
師
側
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
イ
ト
と
し
て

単
元
と
学
年

活
用
の
目
的
・
方
法

使
い
方
の
具
体

○
：
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
の
有
効
性

※
：
留
意
点

学
習
場
面

１
年

U
ni

t１
☆
可
視
化

・
ス
ピ
ー
チ
に
つ
い
て
、
自
分
た
ち
の
様
子
を
客
観
的
に
※
撮
影
場
所
を
教
室
内
だ
け
で
は
な
く
、
廊
下
や
空
き
教
③
④

U
ni

t６
☆
撮
影

見
て
、
修
正
・
改
善
で
き
る
よ
う
に
、
ペ
ア
や
ト
リ
オ

室
な
ど
複
数
設
定
し
、
声
が
適
切
な
音
量
で
録
れ
る
よ
⑤

で
お
互
い
を
撮
影
し
合
う
。

う
に
配
慮
す
る
。

※
次
の
撮
影
機
会
に
、
既
習
の
単
元
で
撮
影
し
た
も
の
を

見
直
し
て
、
改
善
の
方
向
性
を
見
通
す
よ
う
に
す
る
。

２
年

U
ni

t１
☆
情
報
収
集

・
ト
リ
オ
で
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
旅
行
の
プ
ラ
ン
の
提
示
を
○
ト
リ
オ
内
で
の
役
割
分
担
を
し
、
各
自
ス
ラ
イ
ド
を
１
③
⑤

☆
可
視
化

す
る
た
め
に
、
情
報
収
集
し
て
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

枚
作
成
し
、
そ
の
ス
ラ
イ
ド
を
１
つ
に
ま
と
め
る
こ
と

ア
プ
リ
で
ス
ラ
イ
ド
を
作
成
す
る
。

で
、
ス
ラ
イ
ド
作
成
や
発
表
の
時
間
を
短
縮
で
き
る
。

２
年

U
ni

t５
☆
共
有
化

・
学
習
支
援
ア
プ
リ
を
使
い
、
地
域
や
学
校
に
必
要
な
ユ
○
各
自
の
ア
イ
デ
ィ
ア
を
、
リ
ア
ル
タ
イ
ム
に
共
有
で
き
③
④

☆
可
視
化

ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
に
つ
い
て
、
ト
リ
オ
で
プ
レ
ゼ

る
。

⑤
⑥

ン
テ
ー
シ
ョ
ン
資
料
を
作
成
し
、
提
案
す
る
。

２
年

☆
可
視
化

・
ト
ピ
ッ
ク
を
自
分
で
決
め
、
ク
ラ
ス
内
で
ア
ン
ケ
ー
ト
○
調
査
し
な
が
ら
、
同
時
進
行
で
人
数
や
回
答
を
入
力
で

St
ag

e
A

ct
iv

ity
２

調
査
を
行
う
。
そ
の
結
果
を
表
計
算
ア
プ
リ
を
用
い
て

き
る
。

③
④

グ
ラ
フ
化
し
、
発
表
す
る
。

○
簡
単
に
グ
ラ
フ
化
で
き
、
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
資
料
⑤

と
し
て
も
有
効
で
あ
る
。

３
年

☆
共
有
化

・
学
校
を
よ
り
よ
く
す
る
公
約
に
つ
い
て
、
ト
リ
オ
で
考
○
各
自
の
ア
イ
デ
ィ
ア
を
、
リ
ア
ル
タ
イ
ム
に
共
有
で
き
③
④

Le
ar

ni
ng

CI
V

IC
S
☆
可
視
化

え
、
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
資
料
を
作
成
し
、
英
語
で

る
。

⑤
in

En
gl

ish
提
案
す
る
。

※
最
初
か
ら
、
ほ
か
の
人
の
意
見
に
依
存
す
る
生
徒
も
い

る
の
で
、
個
々
の
考
え
を
生
か
す
た
め
に
、
可
視
可
・

共
有
化
の
タ
イ
ミ
ン
グ
を
工
夫
し
た
り
改
善
し
た
り
す

る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

☆
情
報
収
集

・
魅
力
的
な
画
像
を
検
索
す
る
。

※
翻
訳
ソ
フ
ト
に
つ
い
て
は
、
翻
訳
さ
れ
た
英
文
を
そ
の
③
④

３
年

☆
翻
訳
機
能

・
英
語
で
の
紹
介
文
・
説
明
文
を
考
え
る
。

ま
ま
使
用
す
る
こ
と
が
な
い
よ
う
に
、
自
力
で
解
決
す
⑤
⑥

St
ag

e
A

ct
iv

ity
２

る
時
間
を
始
め
に
設
定
す
る
。

→
英
語
科
と
し
て
の

IC
T
使
用
の
約
束
を
確
認
。

○
学
習
支
援
ア
プ
リ
を
活
用
す
る
こ
と
で

A
LT
等
に
よ

る
個
別
の
英
文
添
削
が
や
り
や
す
い
。
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